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玉造町は茨城県の南東部、霞ヶ浦の東岸に位置し、その大半は行方台地に属し、北東部一帯は

標高30メ ー トル前後のゆるやかな丘陵地になっており、傾斜地は山林、平坦部は畑作地帯である。

自然条件に意まれたこの地は、古くから人々の生活の場となり、多くの歴史を重ねてきた。

貝塚の発掘調査としてはこれまで藤井貝塚、新堀貝塚、井上貝塚の調査が行われ、玉造における縄

文時代の歴史を探る上で、貴重な資料が得られております。

このたびの若海貝塚は、梶無川の上流約 4 kmの東へ入り込む支谷の西岸に位置し、貝殻類が広く

散布しております。またこの遺跡で確認される土器から推測すると、縄文時代前期 。中期・後期

晩期と長い時代にわたって生活の舞台となっていたことが伺われます。

今回、町道 57号線の改良舗装工事に伴い、発掘調査による記録保存の上む無きに至った訳で、
その貴重な文化遺産を失うことは誠に残念です。しかし、その反面この報告書が郷土をより深く

知る上での貴重な資料として、広く一般の方々にもご活用いただければ、意義深いことと捉える

ことができます。

特に本調査において縄文期の人骨がほぼ完全な形で出上し、当町の歴史に新しい 1頁を加える

ことができたのは大きな成果であります。このことは新聞各社にも大きく取り上げられ、町内は

もとより県内外からも見学に訪れ、多くの方のご理解をいただいていることに当事者として大変

心強く思っている次第です。

この発掘調査に当たっては、格別のご指導を賜りました茨城県教育庁文化課・茨城県鹿行教育

事務所、発掘調査並びに報告書の執筆を担当いただきました汀安衛先生、人骨の鑑定にご協力を

いただいた国立科学博物館の馬場悠男先生 。梶ヶ山真理先生、発掘調査にご協力いただきました

地元区長並びに地元関係者に心から厚く感謝を申し上げます。

結びに、町当局並びに担当の方々にご理解とご協力を頂いたことに御礼を申し上げご挨拶と致

します。

平成 11年 3月

玉 造 町遺跡調査会長

玉造町教育委員会教育長

海老澤 幸 雄



例

1 本報告書は、茨城県行方郡玉造町大宇若海 457番 地他に位置する発掘調査報告書である。

2 本貝塚の調査は、町道 57号線バイパスエ事に伴う事前調査であり、調査は買収、発掘調査
の承諾を得た部分で、長さ140m、 幅は約 15m前 後で面積は約 2, 000ぜ である。

8 本貝塚の調査は、平成 10年 6月 30日 から同 9月 20日 まで現場作業を行い、同 22日 か
ら整理作業を進め、平成 11年 3月 81日 に終了した。一部未整理分については、今後折をみ
て報告したい。

4 本貝塚の調査は、鹿行文化研究所の汀安衛が担当した。
整理作業は、横田泰隆、戸島和子、前田京子、石井よし江、山野たけ、生駒清司、根本武雄

菅谷益尚、橋本好子、図表等は山野、実測は前田・戸島が トレース、貝の分類は横田が中心に

なり進めた。

歴史館の斎藤弘道氏には調査現場、整理分析で御教示を得た。人骨の鑑定は国立科学博物館

の馬場悠男氏に分析をお願いし、玉稿をいただき掲載した。

貝は汀、骨は戸島が主体的に特定分析 し、遺物の写真撮影、原稿の執筆はすべて汀が行なつ

た。

5 本報告書の縮尺は、遺構は原則 として 1/10、 1/20、 1/30と し遺物は、原則とし
て 1/3と した。水糸レベルは図面中に表示した。

6 本調査にあたり次の方々にご協力を受けた。記して感謝の意を表したい。 (敬称略)
横田泰隆、前田京子、根本武雄、菅谷益尚、大川義久、清宮久、高須松男、石井よし江

(鹿行文化研究所 )

原喜代子、田山松夫、原田森二、原田祐種、原田みさ、樽見フミ、斉藤とく、須貝愛子

田山万里子、岩田博司、安達絵里、斎藤薫、山口明子

7 地元若海区には集落センターの使用をお願いし快諾を得、便所、テント設置等多大な協力を
受けた。また、若海区長 原田孝司氏には調査協力者の手配を頂いたり何かと配慮いただいた。
畑の表土除去では、橘りll英治氏に協力をお願いした。

8 調査及び報告書作成に当たつては茨城県教育庁文化課、鹿行教育事務所、玉造町建設課、
地元区長さんほか各方面の方々にご指導、ご協力を賜つた。

末尾ながら記して感謝の意を表 したい。

凡
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第 1節 遺跡の位置と史的環境
本遺跡は、茨城県行方郡玉造町大宇若海 457番地他に所在している。玉造町は茨城県の中央
部やや東より、南に麻生町、東に北浦町、鉾田町、北側に小川町に境を接し、西側は洋々たる霞

ケ浦に面する農村的な町である。遺跡は若海集落の東、呑取神社、農村集落センーターに隣接し、

標高32m程の台地上に占地し、大半が畑地として利用されている。霞ケ浦の北東側に位置し、
小川町に源を発する梶無川の中程の東岸、谷津の奥まつた所に6ケ所の貝塚が環状に占地してい

る。 (第 1図)今回、道路のバイバスエ事に伴い調査を行つた貝塚はB地点にあたり、本貝塚の

極一部、東側部分が対象になつた。

周辺の梶無川流域には、縄文時代から多くの遺跡が所在し (第 1図 )古代から恵まれた自然環

境にあつた。本貝塚は霞ヶ浦東岸域を代表する貝塚で、井上貝塚の数倍の規模をもち、範囲は5

haに及び鹿行地域では第一の規模をもつ。これに伴う遺跡も縄文前期の関山式から始まり晩期

大綱式迄続き、本貝塚のもつ資料は学術的に極めて価値が高い。

弥生時代の遺跡はあまり明確ではないが次第に研究が進展し明確になるであろう。

古墳時代では金銅冠を出土した二味塚をはじめ多くの古墳が散在し豪族の盤瞬が窺われる。前

方後方墳の勅使塚、猿の埴輪の大日塚等貴重な独特な古墳が、霞ケ浦を望む台地端部の各所に占

地している。特に藤井古墳群、井上古墳群は注目に値する。

古代の寺院として手賀廃寺、井上廃寺等古代仏教の伝播、庇護者の研究が待たれる。また、本

町の地名『玉造』の地名起源説の地を探求する研究も課題である。

鎌倉時代の遺構は、玉造氏、鳥名木氏、芹沢氏、手賀氏等多くの小豪族の形成盤瞬を見る事が

出来る。以後数百年安定した時代が過ぎ、やがて今日でもその嘆きぶしが聞かれる程の佐竹氏の

謀略が襲う事となる。太平の世は終わりを告げ江戸時代へと入り、藩領、旗本領地となり明治維

新を迎える事となる。

古代史研究には貴重な史蹟が豊富な街で、自然と調和した豊かな農村の町である。

第 2節
1 調査に至る

調査に至る経過と調査 日誌

経過

玉造町は、主要基幹道路である国道 355号 と行方台地を縦断する主要地方道水戸神栖線に対
し、国道354号 と県道鹿田玉造線等の道路により町を横断する形で接続している。幹線道路で
ある町道 57号線については、その県道鹿田玉造線と主要地方道水戸神栖線を結ぶ、重要生活路

線として位置付けされ、交通量も増加し住民要求も高いことから道路改良工事が計画された。

今回の開発に伴い、事業主体者玉造町長から平成 8年 8月 29日 付で,工事予定地内の埋蔵文

化財の所在の有無および取り扱いについて玉造町教育委員会に照会が出された。

これを受けて玉造町教育委員会は、工事予定地及び周辺の踏査を行つた結果、周知の遺跡であ

る若海貝塚 (県番号1529)が所在する旨、平成 8年 9月 11日 付で回答した。

このため玉造町教育委員会と玉造町役場建設課で、文化財保護 。無存に関する事前協議を実施

した。この結果を受け茨城県教育庁文化課の指導の下、記録保存の措置を講ずることとなつた。

発掘調査に当たつては、鹿行文化研究所の汀安衛先生の協力を得て、 1998年 6月 30日 か
ら9月 20日 期間で調査を実施することになつた。
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2 調 査 日誌  疇 2図 )
本遺跡は前述のとおり道路のバイパス化に伴うものて

゛
調査範囲は、道路敷部分のみである。

平成 9年 10月 現地の確認を行い、予算化を待つて平成 10年 6月 30日 より調査を開始した。
貝塚、遺跡とも6月 10日 に確認調査を行い、日数・費用の見積もりを行い調査に入つた。
以下調査日誌を元に調査経過を箇条書きに述べる。

6月 30日  A地 J点の確認を行う。これは、道路の下になるためサンプルの採取。
7月  1日  本日から調査区の北側の貝塚の平面図作成し明日からの本調査に備えた。遺跡部

分では表土除去を開始した。かなりの密度で遺構が確認される。

7月  2日 本日より遺構確認作業を開始した。遺構は円形状が大半。
7月  3日 遺構、貝塚の調査を進める。加曾利 Eの新しい時期の遺構が多い。

近世の内耳もつ粘土張り遺構が 3基程確認調査。溝 ?調査、蒸し暑い。
7月  6日  貝塚かなり良好な状態、円形土坑調査、溝調査続行。
7月  9日  土坑の調査順調、貝塚は 2層へ進む。暑さ一体みで調査が進む。
7月 14日 撹乱多く遺構プラン把握に苦労、 トレンチを入れ確認しながら進める。
7月 18日 撹乱に悩まされながら調査、貝塚は4層へ。土器、骨は少なく貝の生育は不良。
7月 22日  貝塚、 6層調査。遺構は撹乱の為遺構の確認に時間かかる。
7月 26日  隣地部分は撹乱が無く調査は進む。東側は撹乱多く重機で排土を検討。
8月  1日  重機で撹乱土を除去し遺構確認作業。貝塚 7層調査。 人骨出土近世 ?。
8月 10日  フラスコ状土坑が多く、円筒状遺構も散見する。袋状は少ない
8月 12日  明日からお盆の休みとする。貝塚は約半分、遺跡も約半分で調査は予定より

より10日程の遅れている。
8月 17日  盆明けで調査開始、土抗、ピット、貝塚 8層へ。
8月 20日  貝塚東側へ調査区移動、予想より貝が多い。建物群存在か、ピットが多い。
8月 24日  遺構調査撹乱土除去後順調、貝塚 2層部分へ。
8月 26日  天候が定まらず、所によって大雨有 り、貝塚、土坑調査続行
8月 28日  貝塚調査 3層人骨の一部出土、人骨とは確定せず、膝部分のみ。半信半疑。
9月  2日  人骨確定丁寧に周辺土、貝を除去、文化課連絡、遺構調査。
9月  5日  歴史館斎藤氏来訪、新聞各社来訪、近隣から見学者。池畠、森作氏不審番。
9月  9日  7日茨城、本日毎日、8日読売、9日朝日の各紙発表。見学者多数。

5日 から見学者の応対で調査が進まず。玉造町ナイ トハイキング見学。

9月 12日  人骨収納し4層調査終了し5層へ、遺構はほぼ終了に近い。測量のみ。
9月 14日  ほぼ調査終了し隣接のセンターで慰労会。残 りは 10人程で残務整理。

9月 20日 を以て調査を終了とした。
以上 50日 間の調査作業 日誌を書き出した。
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第 1図 若海貝塚 と周辺遺跡
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第 3節 調査の概要

本調査は、前述のとおり町道改良工事に伴うバイバス部分にかかる若海貝塚遺跡の報告である。

調査は 6月 80日 から9月 20日 迄現地の作業を行い、 9月 22日 から3月 31日 迄整理作業を

行つた。 (第 3図 )

事前にA地点の道路下になる部分の確認調査を行い、貝のサンプルを採集した。土嚢袋約 20
袋で分析の結果、B地点と比べ貝種、土器構成に特段の差はなかつた。

調査区は、南側はA地点貝塚に隣接し、やや傾斜をもち遺構は検出されなかった。北側ではB

地点貝塚が斜面部に確認され、以前に慶応義塾高校考古学会が調査したといわれている。今回の

調査区域に貝塚の東端約 70だ程がかかり調査対象となつた。
調査は、貝塚斑、遺跡班に分け進めた。その結果貝塚の貝は、土嚢袋 1, 150袋 、住居跡 4
軒、土坑 85基、FPと 、ピット90基が確認された。時期は、縄文時代中期加曾利 I期から晩
期姥山式、平安時代の国分式、鎌倉、室町時代の墓、江戸時代の粘土張り遺構等が見られた。

遺構の大半は、縄文中期のフラスコ状土坑で大半は複雑に切 り合い、又撹乱されていた。大き

く北側、中央北側、中央南側、南側の 4プ ロックに別れ北側では円形状プラン、中央北側ではフ

ラスコ状プラン、中央南側でもフラスコ状が多く南側には円形状、フラスコ状が相半ばする。

遺跡西側部分、中央よりに円筒状の円形プランの土坑が見られた。その他、中央部には掘立状の

ピットが多数検出されている。

:=こミミミミミさミこt≦■1

いN｀」

第 2図 遺跡 と調査区
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住居跡は、4軒検出されたがすべて隣地に伸び全掘は出来なかった。 3軒は、縄文時代中期の
遺構で 1軒は、平安時代初頭の北竃の遺構であり杯底部には糸切りが見られる。その他全体的に
粘土張り土坑が 4基散在し検出され、また人骨も同様に3人程検出されている。墓域に使用され
た時期があったと推察される。

貝塚は、東端の一部で 8層に分類された。 2、 3、 5は純貝層に近く、 8層で地山に到達し、
状態から斜面部に投げ捨てられた感じをもつ。下部程貝層は厚く中央東よりの 3層からほぼ完全
な状態の人骨がうつぶせで、足を折り曲げたような状態で検出された。壮年後半の男性であった。

以上が調査の概要である。

O    SK-72

Ｏ
出
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第 3図 遺構平面図
-5-

pSK-9Ъ
 。

-89

o  SK-44 SK‐45

SK鬱5
SK‐31

SK-37
SK-38
SK42
SK‐ 39

SK望0

SK-55

SK-54

SK-71



第 4節 遺構と遺物

1 住居跡
1号住居跡  (第 4図 )

本住居跡は、調査区北側のエ リア外に約半分程を置く遺構で北側に竃をもつ。確認した東側で

東西 2.7mで 電の位置から南北に長い長方形プランを呈すると推察される。掘 り込み深さは、
10cm程 で耕作のため上部は欠失、南側はSK-17に 掘 りこまれている。床面は、中央と竃
前面のみやや締 りをもつ以外は全体に悪い。主軸は、ほぼ北に置く。

竃は、半円状形態で大半を住居跡外に置き、ほぼ床面の深さに火床部を置く。ほぼ中央部で円

形状、袖に類する部分は存在しない。僅かに秒質粘上が認められるだけである。

遺物は、電内部から杯、カメの破片が出土している。不は、底部に回転糸きり痕残す。カメは、

やや頚部の長い形態で底部、日縁部は検出出来なかった。これらの遺物、遺構形態から平安時代

初頭国分期の住居跡と推定出来る。

5号住居跡  (第 4図、 5図 )

本住居跡は、中央やや北よりに位置し約半分程エリア外に置く。東側は、SK-26に 掘 りこ
まれ久失。確認出来る範囲では南北 2.5m程 の方形状プランを呈すると推定される。掘 り込み
は、確認面から20cm程 で主軸をN-50° 一 S前後に置くと思われる。南側に薩摩芋の貯蔵
穴の撹乱が認められた。

覆土は 3層に分けられ中央部に焼上を含む層が見られた。 3層は、褐色でローム粒子を含み粘

性はややある。

床面は一部を除き全体に悪く、立ち上がりが確認出来たので一応住居跡と推定した。

炉は確認出来ず、柱穴と推定されるピットも検出できなかった。

遺物は、縄文土器が大半で中期の加曾利 E式から晩期安行 3式迄検出され時期の判断は多様な

時期の遺物が混在し断定は無理で、一応縄文時代の遺構と推定される。床面からは加曾利 E式、

称名寺式などが出上している。床面の遺物からは後期初等の時期が推察される。

9号住居跡  (第 4図、 5図 )

本住居跡は、調査区中央部西側に検出され中程をSK-61に よつて掘 りこまれ西側の一部を
エリア外に置く。長軸を東西に置き長方形のプランと推定され、南北 3.6mを 測 り、掘 り込み
深さは、 30cm前 後で中央部にやや良好な床面が見られた。
覆土は、 2層で上部に撹乱層が残 り切れぎれに暗褐色、褐色が縦に見られた。これらから覆土

はほぼ投げ込みと推定される。 1層は粘性は弱く2層は強い。
遺物は、阿玉台式、称名寺式、堀ノ内式、加曾利 B式、安行式等が見られたがいずれも細片で

あつた。特に加曾不UB式上器が合計 278片 と卓越 していた。晩期の遺物は、 5片前後と少ない。
時期は、後期中葉前後と推定される。

炉、柱穴は検出されなかった。

10号 住居跡  (第 4図、 5図 )
本住居跡は、中央やや南側の東側に位置し検出された。上部は、大半が撹乱され床面が破線の

状態で検出され締りはややある。東西ではSK-55、 69、 72が掘 り込まれており、又現代
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の撹乱が入り遺存状態は悪い。遺存状態から長方形状形態が推定される。

床面からやや浮いた状態で焼土ブロックが散在していた。災化材もかなり検出されている。材

質は、相系の木が大半であつた。 覆土は、 10cm前 後で褐色層に焼土粒子、炭化粒子等が混

0        1

學
hIL=31.40 m

… Cm ML=31.20

ML=31.50

第 4図 第 1・ 5。 9。 10号住居跡、FP-1実測図

ズ
一

ｏ
ヽ
．８
Ｈ
ａ
Σ

ｒ́
ｌ
ｌ
に
、
‐
‐
ノ
汀
目
日
日
ｑ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｔ

、

ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

封

＼

ｒ

ｌ

エ
リ
ア
外
　
畑

′  く/

エ
リ
ア
外
　
畑

エ
リ
ア
外
　
畑

含    有    物
色  調 含   右  助 締 り

離 i粒子少ミ

焼工粒子多畳

-7-



嘉|

|(,.1!

■

４

／
／

ゎ

刃

川

日

日

日

日

日

日

「

ぃ

Ｈ

日

出

す ‐

日

日

卿

′
′

一′

欝 7
9                   1o

Cm

SK-3、 P一-3出土遺物実測図

-8-

第 5図 第5号住居跡、



在していた。

炉は、中央西寄りに位置し検出され径 80cm程 の円形状、柱穴は検出出来なかつた

遺物は、加曾利 EⅢ式から称名寺式 I式が出上している。いずれも破片で図示する程のものは

無かつた。時期は、遺物から後期初頭が推察される。

本遺跡では、住居跡は非常に少なく、又複雑に掘 りこまれ年代の特定出来たのは 1軒のみで総

数 4軒である。いずれも遺存状態が悪く、又道路部分と言 う限定されたエリアの為すべて全掘出

来なかつた。その結果全容を把握で来なかつた。縄文時代の住居跡 8、 平安時代の住居跡 1軒で

ある。

その他炉が 1基検出されている。径 50cmで 円形、深さ10cmで 半円状掘 り込みである。
火床部は中央で径 25cmの 円形。土層は、 1層は淡い赤褐色、 2層 もやや赤い赤褐色で焼土粒
子を含む。粘性、締まりは弱い。住居跡に伴 う屋外炉跡と推察される。

2、 土 坑
◎はじめに 本遺跡では、フラスコ状、袋状、円形状、円筒状の 4つの形態の上坑が検出され
た。その他、中世の上坑墓等調査時点の番号順に遺構の概略を後述し、粘上張り上坑のみ別扱い

とし、番号順に位置、プラン、覆上、遺物の順に述べ位置関係から北、北中央、南中央、南とブ

ロック別に分けた。

3号土坑  (第 6図 )

本遺構は、調査区の中央部西側に位置し検出された。ほぼ円形状で径 1.6m深 さは60cm

前後で中央部に 1.5m程 の長円形のピットが掘 り込まれている。壁面はやや傾斜をもつが直立

的、北側壁面に添つて径 10～ 20cm、 深さ20cm前 後の小ピットが 6ケ所見られ底面は、
平坦でやや締まりをもつ。中央部のピットは掘立遺構の可能性が高い。

遺物は、 1～ 24が主なもので、底面近くから隆起線文をもち口縁部が弱いキャンパー状であ

る 2～ 5が本遺構の時期と思われる。その他安行式の紐線文土器、粗製土器やⅢ aの胴部破片が

小量出土している。土器片錘は 5点程出土しているが平均 20雲ラ前後で軽い。

10は、磨消された鉢状、 11は、日縁部下に円形の孔が見られる。

円形状プランの典型的土坑である。

5号土坑  (第 6図 )

本遺構は、北側の貝塚近くに検出された径 1.8m程 の円形プランを呈する。深さは 30cm

前後で底面は、中央がやや低く締まりはややある。底面には、一切掘 り込みは無くきわめて平面

的な遺構である。壁面は垂直に近く立ちあがり北側は、地山が北側に傾斜している為上端は北側

が低い。覆土は、レンズ状の自然埋積であつた。

遺物は、第 5図下三段で縄文時代中期前半の中峠式口縁部の 1、 胴部の 2が見られ 3は加曾利

El式の古手 6は日唇部裏がカットされているが前述の遺物に伴う粗製土器と推察される。 7は

土器片錘でやはり小型である。 8、 9はす り石で 9は、小型でいずれも安山岩製。

4号土坑  (第 7図 )

本遺構は、調査区北側中央部から検出され、径 2.2m程 の円形プランを呈する。東側で 6号

上坑を掘り込み切り合い、新旧関係にある。底面は、弱く半円状に掘り込み袋状形態を呈し最大
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2.5mを 測る。深さは、 50cm程 で平坦やや締まりをもつ。東側には小ピットが 1ケ所見ら
れ、斜めに深さ30cm程 外側に掘 り込む。
覆土は黒褐色、暗褐色、褐色、明褐色等の 5層に分けられた。いずれも粘性、締 りはややある。

覆土からは人為的な埋積状態と推察出来る。

遺物は、前期関山式と諸磯式の口縁部破片が 4片程検出された。その他は中期前半の中峠式 4、

5、 6の破片と口縁部キャツパー形態の加曾利 E式 7～ 12が見られ底面 12は典型的な円筒形
の形態。そのほかやや小型の上器片錘 13～ 16が出土している。
遺物から本遺構の時期は中期中葉である。形態は上端が落ちた袋状形態の上坑と推定する。

6号土坑  (第 7図 )

本遺構は、西側の一部を4号土坑に掘 りこまれ 3分 1を欠失する。上端で径 2.2m、 底面で
2mであるが遺存部から本来は上端の小さいフラスコ状に近い土坑と推定される。底面は、平坦
で南側に小ピットが認められほぼ平坦に推移する。締まりはややある。

覆土は、黒褐色、明褐色等の 3層で、粘性はややある。層序からは自然埋積が推察される。

遺物は、 7図下段 2列で 1～ 5は 日縁部キャリパー状形態で渦文、 (の )の字状文、組線文に

別れ 3は、日縁部に磨消部をもつやや新しい粗製土器。 7は、前者に伴う異系統の上器。 8は直

線と弱く曲線的な沈線を垂下している胴部破片。 9は、半磨製石斧で基部を欠失する緑泥岩製。

遺物、切 り合い、フラスコ状形態から4号土坑に先行する遺構である。

8号土坑  (第 8図 )

本遺構は、調査区北側のグループから検出された。切 り合い関係は無く単独。掘 り込みは南北

1.6cm、 東西 1.4cmの やや長円状形態のプランをもち深さは40cmと やや浅い。底面
径も1.4cm、 1。 lcmで 壁面は傾斜気味に立ち上がる。底面は、平坦に移行しピットは確
認出来ない。締まりはややある。

覆土は、 5層に分けられ上部は黒褐色、中程は暗褐色層、下位は明褐色とレンズ状の自然埋積

が考えられる層序を示す。粘性、締まりはややあり5層のみ強い。

遺物は、特別に図示出来る遺物はない。総数 22片 と少なく底面近くから前期後半の浮島式が
2片出土している。土器は、加曾利 E式が 1、 後期称名寺式が 2、 堀ノ内式が 2、 加曾利 B式が

15片で時期は特定出来ないが前期後半の浮島式の時期の可能性もある。
9号土坑  (第 8図 )

本遺構は、調査区の北側に位置して検出され切 り合い関係はなく単独である。掘 り込みは、東

西 1.9m、 南北 2m程でやや崩れた円形状プラン。掘 り込みは 30cm前 後で壁面は内傾部分
が見られ、本来は若千内傾状形態と推定される。覆土は 3層、レンズ状の自然埋積であった。底

面はほぼ平坦で締まりをもつ。

遺物は、加曾利 E式が大半で 10は底面から出土した。加曾利 E tt I式の小型の深鉢で胴部は
単節の縄、口縁部は立体的な山形の吊り手突起、隆線を配し火炎上器状形態、 1は櫛状工具によ
る 9本単位の曲線的沈線が配され日縁部はややキヤリパー状プラン加曾利 E式平行の異系統の上

器。 3は、中峠式 ?口縁部と胴部で縄を別方向に施文、口唇部内側はカット状形態。 4は、加曾

利 E式の円筒形底面。 5は称名寺式の口縁部と胴部で 2は、口縁部に磨消部をもち胴部は 4本単
位の沈線を肋骨状に施文する堀ノ内式。 5は沈線間に米粒状の刺突を施す称名寺式上器。その他

-11-



色 調 含 有 物 粘性 *おり 備考

1 黒褐色 ロームブロック粒、焼土粒子極少量 やや有りやや有り

2 黒褐色 ローム粒子少量 やや有りやや有り

拐褐色 ローム全量 陰 い
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磨製石斧 7があり欠失する。緑泥片岩製。

遺構形態、底面からの出土遺物の大半は加曾利E式である事から本遺構の時期は、中期後半加

曾利EI式 と考える。遺物は大半が壁面に並列して出上している。
10号土坑  (第 8図 )
本遺構は、調査区北側やや西寄りに位置し検出された。切り合い関係はなく単独で検出された。

掘り込みは径 1,2m程 のやや不整形な円形ランを呈する。壁面は、やや傾斜をもつ。深さは
30cm前 後で底面は若干凹凸をもつ遺構である。
覆土は、中央部から投げ込み状層序を示し3層に分けられた。上部 1層は黒褐色、 2、 3は褐

色でローム粒子を多量に含む。 2、 3層は締まり、粘性はやや有り強い。

遺物は、少なくいずれも細片で加曾利E式 12片が出土している。遺物、プランからは縄文中
期後半が推察される。その他 8の関山式の細片が出上している。

11号 土坑  (第 8図 )
本遺構は、東側で 19号土坑に大半を堀 り込まれ欠失する。掘 り込みは径 1.2m程 の不整形
な円形プランを呈する。壁面は、なだらかな傾斜をもち中央部が最も低くなる形態である。底面

の締まりはやや弱い。

覆土は、 1層が大半で自然埋積的で黒褐色、 2、 3層は投げ込み状で底面に張 りつき凹凸をも

ち投げ込み的である。暗褐色、褐色。締まり、粘性はややある。

遺物は、少なくいずれも細片で図示したのは 8図 6の出上のみである。総数 22片の土器のう
ち 16片が加曾利EI式である。口縁部渦文、キャリパー形態である。
掘 り込みはスリバチ状ながら中期後半の遺構と推定される。

12号 土坑  (第 9図 )
本遺構は、調査区北側に位置し西側の畑に半分程存在すると推察される。掘 り込み径約 1,9
m程でやや長円形プランと推察される。南側にピット17が堀 り込まれ欠失する。壁面は、緩や
かな立ち上がりで深さは 30cm前 後でやや南側が深い。底面は弱い凹凸があるが締まりは良い。
覆上の 1、 2層は、ビットの土層で 3層、 4層は褐色、 5層は明褐色であり締まり、粘性はや

や強い。層序から自然埋積 と理解される。

遺物は、阿玉台式、加曾利 E式、称名寺式等が見られ特に加曾利 IE式が卓越 している。 1、
2、 3が大部分で形態は深鉢、口縁部キャリパー、隆帯、渦文等 I式の特徴が見られる。その他

の遺物も本類が大部分を占めわずかに堀ノ内の遺物がみられた。

遺構形態、遺物から加曾利 IE式の遺構で円形状プランと推察する。
13号 土坑  (第 9図 )
本遺構は、調査区北側に位置しやや西に寄った位置に検出された。西側で薩摩芋の貯蔵穴に掘

られ一部欠失するがほぼ旧状を保つと推察される。東西南北 2.2m、 底面が 2.7mで 底面は
平坦に移行しフラスコ状形態底面の締 りは良い。月ヽピットが南側に位置し、上端は 50cm前 後
狭くなる可能性が推察出来る。掘 り込みは 70cmと 深くやや大型。
覆土は、 4層に分類され上部は撹乱、 1層 が大半を占め暗褐色、 2層は褐色、 3層は明褐色で
上部の落下の可能性が強い。粘性、締まりはややある。

遺物は、 8、 9、 10、 11、 13を 図示 した。大半は加曾利 EI式 、コ、Ⅲ式で日縁部キャ
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SK-42
色調 含 有 笏 粘 性

黒褐色 ローム粒 焼土粒極少二 やや有り
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リパーで隆帯による区画、渦文等によるモチーフをもつ。 9、 10は 山形部分の磨消部に沈線に
遺構、掘り込みプラン、遺物から加曾利 EI式の時期が考えられる。
14号 土坑  (第 9図 )
本遺構は、調査区北側の西寄りに位置し検出された。南側にSK-18が 掘こまれ欠失する。ほぼ

円形で径 2mの正円形で掘 り込みは 15cm程 の浅いもので壁面は弱くなだらかに立ち上がる。
底面の締りは悪く凹凸がみられた。

覆土は、 1層で暗褐色ローム小ブロック、粒子を含み粘性は弱く、締まりはややある。遺物は、

総数 90片 と少なくいずれも細片であった。中でも加曾不UE式が約 50%を 占める。その他阿玉

台式、称名寺式、加曾利 B式等が見られた。図示した 12、 13は 古手で 14はⅣ式、 15、 1
6、 17、 21は称名寺 I式の日縁部で沈線を用い、日縁部は、幅の狭い磨消部が見られる。 2

0は堀ノ内式で口唇部迄単節の縄を施文。 18、 19は加曾利 B式で日縁部に組線が添付され指
頭による押圧が力日えられている。

以上の遺構、遺物、円形のプランから中期後半加曾利 EⅣ式前後の時期の遺構と推察される。

15号 土坑  (第 9図 )
本遺構は、調査区の北側貝塚に最も近い位置に検出された。切 り合いは無く単独で上部に浅い

掘 り込みが見られた。掘 り込みは、径 1,35cm程 のほぼ正円形に近いプランをもち深さ90
cm。 円筒状形態で壁面は垂直、底面はほぼ平坦に移行しピット等は無い締まりはややある。

覆土は、 5層に分けられ 1層黒褐色で焼土粒子が見られる。最下層の 5層は明褐色でローム粒

子が多量で歯の一部が見られた。層序から人工的な埋積と推察される様相を示す。いずれも粘性、

はややありまたは強い。遺物は少なく、図示した 23、 24でアナグラ属の波状貝殻文をもつ浮
島式、 24は、堀ノ内式の深鉢口縁部。総体的には加曾利 E式が 30片、堀ノ内式が 5片、加曾
利 B式が 18片、安行式が 2片 と時期を特定出来る遺物は無い。アカニシ、オキシジミが各 1点

出上、他に歯 (4号人骨参照)が見られた。しいて時期を推察すれば円形プランの掘り込み、井

戸状形態等から後期の加曾利 B式の時期が考えられ手捏状土器が出土。

16号 土坑  (第 9図、 10図 )
本遺構も貝塚に近い北側のゆるく傾斜する位置に検出された。切 り合い関係は無く単独でほぼ

正円形で径 1.65cm、 掘 り込みは 20cmと 浅く底面は平坦やや締まりをもつ。覆土は 2層
に分けられ黒褐色、明褐色。ともにロームプロックを含み粘性、締まりはやや有 り強い。

遺物は、阿玉台式から安行式まで総数 49片程出土している。時期は遺物の出土状態から特定
は出来ないが全体的に後期の加曾利 B式がやや多い。

17号 土坑
本遺構は、北側の一群の南よりに位置し西側の畑地と20号土坑に大半を掘 り込まれ、久失し
おり図示しなつた。推定径 1.5m前 後の円形状プランを呈すると思われる。深さは20cm前

後。覆土は、 1層褐色で、粘性はややある。遺物は、総数 25片で加曾利 I、 ⅡE式である。図
示出来るものは無いがこれらから時期は中期後半の遺構と思われる。

18号 土坑  (第 9図、 10図 )
本遺構は、 17号遺構の東側に位置し14号土坑に掘 り込まれていた。径 80cm前 後の長円
形状形態で掘 り込みは 35cmと やや深い。覆土は、黒褐色の 1層で、粘性は弱く自然埋積を示
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第 11図  SK-16、 18号出土遺物実測図
す。底面 iま平坦で締まりはややある。 (SK14の 中)
遺物は、 50片程出土している。加曾利 EⅢ式、称名寺式が大半で切 り合い関係から加曾利 E
Ⅲ式前後の時期が推察され、遺構はピット状形態である。土師器カメ破片も出上している。

19号 土坑  (第 10図 、 12図 )
本遺構は、調査区北側の一群に位置して検出され、 11号 土坑を掘 り込み、 19′ 号に掘込まれ
3分 1を欠失している。掘 り込みは径 2m程であるが本来フラスコ状のつボれた遺構と推察され
る。南側の一部に掘 り込みが遺存している。深さは 30cm程 で浅くやや変形 した形態。底面は
ほぼ平坦に移行し締まりをもつc

覆土は、 3層に分けら投げ込み的層序で 19″ 号土坑の壁面立ち上がりとして使用された可能性
がある。遺物は、加曾利 EⅢ式の細片が 90片程、後期前半の称名寺式が小量見られた。 11図
6、 20。 掘 り込みプラン切 り合い関係から中期後半の遺構と推察される。

19′ 号土坑  (第 10図、 12図 )
本遺構は、 19号 土坑の東側の一部を掘 り込み検出された。径 2m前後でやや袋状形態に近い
の底面をもち平坦に移行 し締まりをもつ。底面には、ピット等は無いa深さは40cm前 後。本
遺構はフラスコより袋状に近いc底面の内湾部がやや上にあがる。
覆土は 6層に分けられ 1層黒褐色が大半、 2～ 6は底面に張りつきブロック状Dいずれも粘性、
締まりは弱い。投げ込み的層序。遺物は、少なく加曾利 EⅡ 式が 30片程見られたG図示できる
程のものは無い。時期は 形態、据り込み、遺物から中期後半の遺構と推察される。
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20′ 号土坑  (第 10図、 12図 )
本遺構は、調査区北の一群の中、西側に位置し検出された。切 り合いは無く径 1,6m、 深さ
50cm程 のほぼ円形プラン。底面には小ピットが掘こまれているほかは平坦で締まりをもつ、
壁面中央が膨らむ袋状形態。

覆土は、自然埋積で 3層に分けられ黒褐色、黒色でローム粒子、プロックを小量含む。粘性、

締 りは弱い。上部は撹乱されている。

遺物は、諸磯、浮島式 7～ 10が見られる。 23、 26、 27は中峠式 25、 29はカロ曾禾UE
式の Iaの段階、 14はⅣ式で口縁部磨消で微隆起をもつ。その他阿玉台式や、 15、 16、 2
1の称名寺式、 11、 12、 13、 28の Ⅱ式が見られる。中峠式、加曾利EI式が底面から出
上している。加曾利 B式、安行式も140片 程出土している
時期は遺物、掘 り込みプランから中峠式の遺構と推定される。

20号 土坑  (第 10図、 12図 )
本遺構は、調査区の北中の一群中から検出され切 り合いは無く単独で検出された。径 1.6m
程で正円形。掘 り込みは、 40cmと 浅く底面は平坦で強く、壁面は直立気に立ち上がる。底面
には、 4ケ所のピット見られ西側のものは掘立遺構の柱穴の可能性が強い。径 40cm程 で底面
から更に40cmほ ど掘込む。
覆土は、 4層で黒褐色、暗褐色、褐色等でレンズ状の自然埋積で粘性、締まりはややある。遺

物は、 24、 30で加曾利EIa式 で 24は突起部に左右 2ケ所の円形の孔がある。 30は、底
面で器肉は薄く僅かに単節の縄が見える。底は竹の編 目が僅かに残る。

時期は遺構プラン、遺物から加曾利EI式期の遺構と推察される。
21号 土坑  (第 10図 、 13図 )
本遺構は、調査区の北側の一群中から検出され、東側の一部が 13号土坑と切 り合い関係にあ
る。径 1.2m程 の円形状プランで掘 り込みは40cmと 浅く、壁面は直立気味で底面は平坦、
締まりはややある。

覆土は、 2層でレンズ状の自然埋積、色調は暗褐色、褐色で弱く薩摩芋の貯蔵穴状で遺物は、

13図 1、 2で 日縁部はキャジパー、磨消部をもつ 1と 土器片錘の 2がある。他に称名寺式 6、
加曾利 B式が 10片 出土している。
時期は遺物、遺構プランから後期前半の称名寺式が推察される。

22号 土坑  (第 10図、 13図 )
本遺構は、調査区の北側の一群中から検出され約半分をエリア外に置く。径 2.7m程 の円形
状プランと推定される。掘 り込みは30cmと 浅く、壁面は 70'前後の傾斜をもつ。底面はほぼ
平坦、締まりは良く住居跡の感じをもつ。

覆土は、 6層 に分けられ各層ともプロック化し投げ込み的で 2、 3、 4は黒褐色層、 2層、 4

層は炭化粒子を含むc全体に締まり、粘性は弱い。
遺物は、前期の関山式 3、 4、 5が 数点出土しているc相対的に加曾利 EⅡ 式が 50片、 称
名寺式が 50、 堀ノ内式が 70片 、阿玉台式、中峠式が小量見られる。
出土遺物、遺構プランから称名寺式前後の時期が推察される。その他、製塩土器が 35片程出
上している。遺構の中では多い部類に入る。
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23号 土坑  (第 10図、 13図 、 14図、 35図 )
本遺構は、調査区の北側の一群中から検出され 22号土坑の南側に位置し、同様に約半分程が
エジア外にある。径 2,4m程 のプランと推察されフラスコ状形態をもつ。底面は、平坦で一部
フラスコ部分でやや高く直線的に上端に移行する。締まりは良く住居跡状の状態、掘り込みは

60cmと 深く遺存状態も良い。
覆土は、 5層に分けられ黒褐色、暗褐色、ロームブロック、粒子等の混入の差でレンズ状の自

然埋積。締まり、粘性はやや強い。

遺物は、底面からかなりまとまって出土した。いずれも横向き、斜めの状態で検出された。 1
3図 10は加曾利 Ia式のやや古手 11、 12は 中峠式の吊り手と口縁部、 18も 日縁部外反し
口唇部に波状の粘土紐を貼付、鉢型の 15は渦文を沈線で施文、その他は日縁部キャリパー状形

態で隆線による渦文をもつ 17は大木式、 14図 1は鍔もつ土器で鍔部分には穿孔が見られ使用

状態は不明、 5は大皿に近い形態かかなり雲母片を含む。 8も 同様、大木式 9は器面は磨消され

粗製の深鉢。 2は小型の深鉢で日縁部は山形で日唇部に沈線が見られる。後期の上器。遺物の時

期は遺構プラン、遺物から本遺構は中期中業の遺構か。

24号 土坑  (第 10図、 15図、 16図 )
本遺構は、調査区北側中央の一群中から検出され本プロックは、全体に西側に寄つて群衆する

遺構群である。径 2.5mを 測るが土層からはかなり小さいプランが推察される。掘り込みは
90cmと 深く住居跡状。底面は締まりは良い。つぶれたフラスコ状プラン。
覆土は、 4層に分けられ褐色、暗褐色、黒褐色、褐色で投げ込み的層序を示すが 1層は自然埋

積か ?。 粘性は強い。

遺物は、 15図 の 1～ 8ま でで加曾利 EIa式 でかなりの割合を占める。細片ながら100片

前後、阿玉台式が 10片、中峠式が 5片程で後期の称名寺式、堀ノ内式、加曾利 B式、安行式等

も出上している。その他製塩土器が 10片程見られた。いずれも後期の土器群は投げ込みによる

ものと考えられる。

時期は遺構プラン、遺物から加曾利 EI式の時期が推察される。
25号 土坑  (第 15図、 17図 )

本遺構は、北側中央の一群中から検出され SK-31に 掘込まれ一部欠失している。径 1.4
m前後の円形ブランと推察され、掘 り込みは30cm程 で底面の締りは有 り、壁面はやや傾斜を

もつ。一部は隣地の畑に伸びる。

覆土は、 4層で黒褐色、暗褐色、褐色等で、粘性はやや強い。

遺物は、阿玉台式、加曾利 E式が 40片程出上している。図示した 14～ 18は後期から晩期
の遺物で 31号の遺物が混入している。
時期は遺構プラン、遺物から加曾利ⅡE式の前後の上坑と推察される。

26号 土坑  (第 15図、 17図 )
本遺構は、北側中央の一群中から検出され一部 5号住居跡に上部を掘込まれ検出された。

径 2.8m程 の円形プランを呈し底面は、袋状形態に近い据 り込みをもち、深さ70cmを 測る。
中央部と北西に円形のピットをもつ。覆土は 5層 に分けられ黒褐色、暗褐色、褐色等でロームプ

ロック、粒子の混入差で粘性、締 りは強い自然埋積状。 1層 は溝か。

23 -



一　

　

　

／

SK-24

衰籐蟄抑韓菊増静4
＼

:専

車&専ヨ喜患専忘
ま:j硲

學
Cm

第 15図  SK-24、 25、 26、 27、 28号出土遺物実測図

- 24 -



遺物は、少なく関山式、阿玉台式、加曾利 E式、後期の称名寺、加曾利 B、 安行、晩期姥山等

が出上している。時期は図示した加曾利 EⅣ式前後と推察される。総数 100片 。 時期は遺構
プラン、遺物から中期末葉が推察される。

27号 土坑  (第 15図、 16図 )
本遺構は、南側中央の一群中に位置し単独で検出され径 2。 2m前後で掘 り込みは40cmで
あるがVE認面が表上下 60cmで かなり深い遺構であつた。底面の締 りは良く平坦、西側、東側
にピットが掘込まれている。底面近くでフラスコ状形態を示す。

覆土は、 3層で褐色、暗褐色、褐色。層序から自然埋積と推察される。 2層は炭化粒子を含む。

粘性、締 りは強い。

遺物は、少なく総数 100片 ほどで、図示したのは加曾利 E式の 26のみである。阿玉台式、
中峠式、加曾利 E式、称名寺式等が小量づつ出上している。特別時期を特定出来る遺物はない。

時期は遺物、遺構プランから加曾利 E式の範疇か ?。

28号 土坑  (第 15、 16図 )
本遺構は、北側中央部の一群中から検出され不整形で大半を30号土坑に掘 り込まれておリプ

ランは不明。感 じからは入 り口?と も思われる。深さは 20cm程 で底面は凹凸があり立ち上が
りは緩やか。締 りは弱い。

覆土は褐色層、明褐色の 2層に分けられた。いずれも自然堆積状で締 りは弱い。

遺物は、 27、 28で中峠式の口縁部と月同下半部である。日縁部は粘土紐を貼付し縄を施文し
ている。底面は安定した平底の形態で単節の縄が施文されている。

時期は、遺物からは中期前半の遺構か。

29号 土坑  (第 17図 )
本遺構は、北側中央部の一群中に位置し検出され、径 lm程の円形状プランを呈し掘 り込みは
80cmと 浅く壁面はなだらかで底面の締 りは弱い。
覆土は、褐色層のみで投げ込み、人工的な埋積、ロームブロックを多量に含む。

遺物は内耳土器の吊り手部分が検出され、底面から人骨が出上している。人骨は遺存状態が悪

くJ性別、年令は不明。鎌倉～室町期の遺構と推察される。 (人骨を参照 )

30号 土坑  (第 16図、 17図 )
本遺構は、北側中央の一群中に位置し検出され径 2.2m程 の円形状プランの遺構で典型的な
フラスコ形態、底面が箱状で他は上部が崩落しているので現状と使用時のプランは差があると理

解される。底面は平坦、締 りは強い。底面には小ピットが 2ケ所見られる。

覆土は 6層で上部 2層はレンズ状の自然埋積、 8～ 6層は人工的な埋め込み的層序を示す。黒

褐色、暗褐色、明褐色層で下層はロームプロックを含み粘性、締 りは強い。

遺物は、底面から多量に検出されている。 1～ 13で加曾利EIa式 の 7、 8、 11、 12が
ある。いずれも日縁部が波状部分に孔、吊り手が見られ複雑な形態で隆帯を用い変化に富んだ口

縁部が見られる。その他加曾利 B式、安行式等が見られる。底面出土土器の 9割は中峠式であっ

た。いずれも破片。

時期は遺構プラン、遺物から中期前半の遺構と推察される。
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31号 土坑  (第 17図、 18図 )
本遺構は、北側中央部の一群中に位置し検出され一部をエリア外に置く、径 1.2m程 の円形
で掘 り込みは 1.7mと 深く円筒状形態で壁面は垂直に近い。底面の締 りは悪く砂質粘土層の上
端で止めている。

覆土は、 5層まで確認 したが下位は狭く調査が出来ない為観察しながら調査を進めた。上部か

らいずれも投げ込み的でロームプロックが各層に認められ、締 りはやや弱い。

遺物は安行系統の上器で占められ、いずれも底面から出上している。姥山式の細密沈線をもつ

ものも 2片、微隆起の加曾利 EⅣ式、加曾利 B式精製、粗製、安行 E式等が見られ、又紐線文土
器が見られる。その他磨製の石斧が出上している。半分程欠失している。

時期は遺構プラン、遺物から晩期前半の遺構と推定される。

32号 土坑  (第 19図 )
本遺構は、北側中央部の一群中に位置し検出され東西には 3基ずつのピント群がみられ、南北
には 33、 43号土坑が位置する。径 1.2m程 の円形状プランで掘 り込みは 1,lm程 で底面
はやや丸みをもち締 りは良い。壁面は開き気味に立ち上がる。

覆土は、 2層で黒褐色、黒色、上部は撹乱層、ローム粒子、プロックの混入の差で締まりはや

や強い。層序はレンズ状の自然埋積状を示す。

遺物は、底面から加曾利 B式、安行 I、 Ⅱ式が 10o片 程出土している。晩期の遺物は少なく
製塩土器が 25片、土師器イが 1片見られた。
時期は遺構プラン、遺物から後期の加曾利 B式の遺構と推察される。
33号 土坑  (第 18図、 19図 、 20図 )
本遺構は、北側中央部の一群中に位置し32号土坑の南側に検出された。長径 1.5cm、
短径 1。 2mの不整形状形態で底面はやや広くなり中央部に小ピットが掘 り込まれていた。形態
的には円筒状プラン。

覆土は 5層まで調査したが、下部は調査不可能のため観察に留め完掘に努めた。黒褐色、褐色

等でローム粒子、ブロック、炭化粒子、砂質粘土等の混入が有 り、下部は投げ込み状層序を示す。

遺物は、底面、覆土から阿玉台式、加曾利 E式、堀ノ内式、加曾利 B式、曾谷式、安行式、安
行Ⅲ a式、前浦式、姥山式等が出土している。主体は後期末から晩期前半でカロ曾不UB式、安行 I、
Ⅱ式が見られ 400片 程出上している。 20図下段 5列は晩期安行Ⅲ a式、Ⅲ c式細密沈線の姥
山式等がかなり検出されている。いずれも投げ込み的土層から出土時期は遺構プラン、遺物から

晩期前半の遺構と推察される。 22図 1がほぼ完形で上部から出上。
34号 土坑  (第 18図、 21図 )
本遺構は、北側中央部の一群中に位置し35号土坑を掘り込み検出された。径 90cmで 掘り
込みは深さ40cmで 壁面はなだらかな面をもつ。底面は平坦、締りは弱い。
覆土は3層に分けられレンズ状の自然埋積状態で黒褐色、暗褐色、明褐色でローム粒、粒子の

混入の差である。粘性、締りはやや有る。

遺物は、小型の遺構ながらかなり出土している。芽山、関山、阿玉台、加曾利 E、 称名寺、堀

ノ内、加曾利 B、 安行の中期、後期の遺物が見られ主体を占めるものは200片程検出された加
曾利B式である。図示した 1は関山、2は芽山、 3、 4は称名寺、 7、 9曾谷式で胴部が弱く括
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れる。その他加曾利 B式、安行式の粗製、精製土器が出上している 時期は遺構プラン、遺物か

ら後期中葉の加曾利 B式が推察される。

35号 土坑  (第 18図、 21図 )

本遺構は、北側中央の一群中の東側に位置し検出された。東西南北に土坑、ピットが掘込まれ

遺存状態は悪い。長径 2・ 3m、 短径 1・ 5m程の長円形状プラン。掘 り込みは直立気味、深さ

は35cmを 測る。底面は平坦で締 りは良い。
覆土は、 3層で黒褐色、暗褐色、褐色でレンズ状の自然埋頼、一部焼土粒子が混入されていた

が相対的に締まり、粘性はややある。

遺物は、総数 50片程と少なく25か ら30が図示したもので加曾利 B式、安行式の土器が出
上している。第 22図 1はほぼ完形の安行Ⅲ式である。

時期は、前述の34号土坑と大差のないと推察される。
36号 土坑  (第 18図、 21図、 22図 、 35図、 36図 )
本遺構は、北側中央の一群の西側に位置し検出され、他の土坑との切 り合い関係はない。

径 2.lm程 の不整形な円形を呈し西東に4ケ所のピットが掘込まれている。東側のピットは、
1.6mと 深く掘立遺構の可能性がある。底面は平坦で締まりは強く掘 り込みは 60cm程 を測
り壁面は直立気味。

覆土は、 4層に分けられ黒褐色、暗褐色、褐色等でロームプロック、粒子の混入の差でレンズ

状の自然埋積を呈する。粘性、締まりはややある。

遺物は、前期の関山、浮島、諸磯 6片、中期の中峠式 8、 阿玉台式 11、 加曾利 E式 74片、
後期の加曾利 B式、堀ノ内式、称名寺式、曾谷式、安行式、晩期姥山式等が見られ、その他製塩

土器が 1個体分出上している。総数 210片 程である。
時期は遺構プラン、遺物から加曾利 EⅣ式前後が推察される。

37号 土坑  (第 18図、 22図 )
本遺構は、北側中央の一群の西側に位置し検出され 38号土抗に掘 り込まれている。径 lm程
の円形状プランと推察する。掘 り込み深さは、 50cm程 で底面は平坦で締りをもち壁面はだれ
気味。一部畑地のエリア外に存在する。

覆土は黒褐色、暗褐色、褐色の 3層でロームプロック、粒、粒子の混入の差で、粘性はややあ

る。レンズ状の自然埋積を示す。

遺物は、称名寺式 40片、加曾利 B式が 20片程出上している。 9～ 12は沈線区画と米粒状
刺突をもつ一群でこれらが本遺構の時期 と推察される。手捏土器が出土している。

38号 土坑  (第 22図、 24図 )
本遺構は、北側中央の一群で西側に位置し一部エリア外にある。径 1.lm程 の円形状形態で

掘 り込みは 1.5mと 深くピット状プラン。底面径は40cmと 半分以下で掘立の柱穴状。締ま
りはある。

覆土は、黒褐色、暗褐色の 2層で下部でやや明るくなる。締 り、粘性は弱い。

遺物は、総数 30片 と少なく加曾利 B式が主体で加曾利 E式、堀ノ内式、安行式が数点みられ

た。 17、 18は安行式、その他土器片錘が 2点出上している。

遺物、遺構プランから時期は加曾利 B式 と推察する。
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39号 土坑  (第 18図 )
本遺構は、北側中央の一群で西側から検出された。約半分をエ リア外に置く。底面には 2ケ所

ピントが掘 り込まれている。底面は平坦で締まりをもつ。壁面はややだれ気味で深さ50cmを
測る。

覆土は 3層で黒褐色、暗褐色、明褐色でローム粒子、粒の混入の差、特別なものはない、粘性、

締 りは弱い。遺物は加曾利 B式、安行式等が小量出土しているにすぎないが、これらから遺構の

時期は後期と推察される。

40号 土坑  (第 18図、 22図 )
本遺構は、南側中央の一群で西側から検出され 2分 1程をエリア外に置く。底面にはP19が
存在しこれに掘込まれている。平坦で締まりは良い。壁面は直立気味に立ち上がる。覆土は黒褐

色、暗褐色、褐色等の 3層でレンズ状の自然埋積状。各層共、粘性、締 りはやや強い。径 2m前
後の遺構か ?。

遺物は、中期の阿玉台式から後期の安行式迄検出されている。中でも加曾利 E式、加曾利 B式

が 20片前後と多い。 23は阿玉台式、 24～ 26は加曾利 E式、 27は安行Ⅲ a式、 28は加
曾利 B式 と多彩な遺物が出土している。総数 60片である。
遺構プラン、遺物等から時期は加曾利 EⅢ式前後と推察される。

41号 土坑  (第 23図、 24図 )
本遺構は北側中央の西寄 りに位置し検出された。径 1.5m程 の円形状プランを呈し掘 り込み
は lmと やや深く底面に小ピットが掘込まれているほかは平坦、締 りは強い。

覆土は、 6層 に分けられ各層共ブロンク状で黒褐色、暗褐色、褐色、明褐色等がみられ焼土粒

子を含む。粘性はやや有 り、締まりは強い。

遺物は800片 程出上している。圧倒的なものは加曾利 B式で 100片 、堀ノ内式が 115片 、
安行式が 80片程が主な割合である。 30は加曾利 B式の浅鉢で 2割程久失、 31は台付き鉢、
その他安行の祖製土器が見られる。 38～ 42は安行Ⅲ a、 43は安行亜 cの 日縁部。 30は底
面から出土。遺構プラン、遺物から加曾利 B式が安行式の時期が推察される。

ｍ
國
‐① 〇 !

第 23図  SK-41号 出遺物実測図
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42号土坑  (第 24図、25図 )
本遺構は、北側中央の西側に位置し検出された。大半を39号土坑に掘込まれプランは不明に
近い。遺存部から円形状プランの住居跡の可能性も考えられる。掘り込みは20cmと 浅く底面
の締りは良い。

覆土は前述のとおりで褐色、明褐色の 2層で、粘性、締りはややある。

遺物は、遺存していた部分から堀ノ内式の粗製深鉢、又やや大型の深鉢の月同下半部が出土して

いる。その他 5片程破片が混在して見られた。

出土遺物、遺構から住居跡の可能性も推察される遺構で時期は堀ノ内正式であろう。

43号土坑  (第 18図、35図 )
本遺構は、北側中央の一群から検出された。南側は32号土坑と切り合い関係にある。径 2m
でほぼ円形プラン。掘り込みは lm程で中央部、西側にピットが見られ掘立て遺構の一部か ?。
底面は弱い内湾気味で締まりはややある。

覆土は3層で黒褐色、暗褐色、褐色層で撹乱が一部見られた。特別な混入物はない。粘性、締

りはややある。

遺物は、加曾利E式から姥山式まで多様な遺物が出上している。総数 22片 と加曾利B式が多
い。安行Ⅲ a、 姥山等が本遺構の時期と思われる。 15は石棒形態。その他土器片錘が 3点見ら
れた。

44号土坑  (第 24図、25図 )
本遺構は、調査区の南側に位置し検出された。本遺構より南側は弱い傾斜を呈して遺構の南限

にあたる。径 1.3m程 の円形プランで掘り込みは15cmと 浅く底面もやや凹凸をもつ。立ち
上がりも緩やかで落ち込み状形態。覆土は黒褐色、褐色の 2層で粘性、締りはやや強い。

遺物は総数 25片 と少なく、いずれも細片で 16～ 25が図示した一部である。 16、 17は
堀ノ内式、 18、 22は加曾不UB式、他は安行Ⅲ a式。
これらの遺物、遺構プランから後期末から晩期初頭の遺構と推察され。

45号土坑  (第 24図、25図 )
本遺構は、調査区の南側44号土坑の東から検出された。径 85cm程 のほぼ円形プランで掘
り込みは30cmと 浅い。鍋底状形態。底面は締まりはややある。
覆土は暗褐色、褐色の 2層でレンズ状の自然堆積、粘性、締まりは強い。

遺物は堀ノ内式 9、 加曾利B式 4、 安行式 4の総数 16片である。その他 26は石器。
これらの遺物、遺構プランから時期は後期後半安行式前後と推察される。

49号土坑  (第 24図、 25図 )
本遺構は、調査区の南側中央の一群に位置し検出された。南側で52号土坑を掘り込み、長径
2.lm、 短径 1.5mの 長円形プラン。掘り込みは40cm、 底面は中央部がやや高い。締ま
りは良い。壁面は垂直に立ち上がる。

覆土は黒褐色、暗褐色、褐色、明褐色の4層に分けられレンズ状の自然埋積を示していた。粘

性、締まりはややある。 遺物は総数 70片で諸磯式、阿玉台式、加曾利E式、堀ノ内式、加曾
利B式、安行式、安行Ⅲ a式、姥山式等が出土した。その他 27の石器が出上している。
遺物からは時期は特定出来ないが掘り方プラン等から後期加曾利B式前後が推察される。
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50号 土坑  (第 24図、 25図 )
本遺構は、調査区の南側中央の一群に位置し検出された。径 1。 5m程の円形状プランで底面
はフラスコ状形態。平坦、締まりは強い。掘 り込みは lmと やや深い。

覆土は黒褐色、暗褐色、褐色等の 5層に分けられたがロームプロック、粒、粒子の混入の差で

上部は近世の撹乱層が存在する。下部は投げ込み的、 1層 は自然埋積か。締まり、粘性は 5層を

除いて弱い。遺物は、中峠式、加曾利 E式、安行Ⅲ a、 姥山式を図示した。

時期は底面から出土している阿玉台式、中峠式、加曾不UE I式で有 り遺構の掘 り込みプランか

ら中期後半加曾利EI式が推察される。土器片錘が 2点出上している。やや大型。
51号 土坑  (第 24図、 26図 )
本遺構は、調査区の南側中央に位置し検出された。径 2.2mの 円形状形態で掘 り込みは、
1.5mと 深い。東側の 51号土坑を切 り込む。底面は平坦締まりは強い。壁面は垂直気味で弱
いフラスコ状プランを呈する。上端が崩壊した可能性がある。

覆土は、黒色、黒褐色、暗褐色、褐色の 4層であるがローム粒子、粒の混入の差。粘性、締ま

りは 5層を除き弱い。

遺物は、総数の 7割 りを後期の称名寺式が占める。他に関山、諸磯、浮島、阿玉台、中峠、加

曾利 E、 加曾利 B、 安行式等が見られた。図示した 19～ 33が遺物の一部で浮島式のハマグリ
を用いた波状文、 21～ 25は称名寺 I、 Ⅱ式で沈線区画に米粒状の刺突、又は縄文の充鎮が見
られる。その他 26～ 34は上器片錘で多量に出土している。
出土遺物、遺構プランから後期前半の称ネ寺式の遺構である。

52号 土坑  (第 24図 )
本遺構は、調査区の南側中央に位置し検出され大半を51号土坑に掘込まれ一部しか遺存しな
い。,径 lm前後の円形状遺構と推察される。掘り込みは60cm前 後で底面は凹凸があり締 りは
悪い。ピット状。

覆土は暗褐色、褐色等 3層に分けられローム粒子、粒の混入の差で締まりは弱い。

遺物は、総数 8片で加曾利 E式、加曾利 B式、安行式の細片が出土している。図示出来る物は

無いが切 り合いから中期後半と推察される。

53号 土坑  (第 24図、 (第 26図 )
本遺構は、調査区の南側中央に位置し検出された。径 1.5m程 の円形のフラスコ状プランで
掘 り込みは 95cmで やや深い。 (上部は撹乱)底面は平坦、締 りは良い。
覆土は 6層で黒色、黒褐色、暗褐色、褐色等で焼土粒子を含む。粘性、締まりは各層とも強い。

遺物は37～ 50で関山式 37、 阿玉台式 38、 安行式の粗製、晩期安行Ⅲ a式、Ⅲ c式が出
土している。その他石器が見られる。底面からは阿玉台式が出土している。

遺物、遺構プランから阿玉台式期の遺構と推察出来る。

54号 土坑  (第 27図、 28図 )
本遺構は、調査区の南側中央西側に位置し検出された。 3分の 1程をエジア外に置く。

径 2.5m程 のやや長円形状プランを呈すると思われる掘 り込みは、 40cm程 と浅く底面には
3基の小ピットとP64が 西側に位置していた。平坦で締 りはあり、壁面は開き気味。覆土は 2
層で黒褐色、暗褐色でローム粒子の混入の差、締 り、粘性はやや弱い。
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遺物は、 120片 程と少なく図示できるものは少ない。底面からは加曾利 EⅢ式が出上し後期
称名寺式が半数を占める。 28図 1～ 3が遺物で 3は土器片錘。
遺物、遺構プランからは後期称名寺式期の遺構と推察される。

55号 土坑  (第 27図、 28図 )
本遺構は、調査区南側中央部の東よりに位置し検出され 10住居跡を掘 り込む。径 1.3m程
の円形で深さは 2.8mと 円筒状プランで壁面は垂直、砂質粘土層迄掘 り込む。底面は水分を多
量に含む。遺構の性格等は不明。

覆土は暗褐色、褐色等の 4層 に分けられいずれも投げ込み状層序を示す。粘性、締まりは弱い。

遺物は図示した加曾利 B式が多量に出土したが、いずれも細片で図示出来る物は少ない。 1は
称名寺式、 2、 3は加曾利 B式の粗製、土器片錘 4、 5がある。加曾利 B式が 7割。これらの遺

構プラン、遺物から後期加曾利 B式期の遺構と推察される。

56号土坑は遺構として把握出来ず、若干の掘 り込みで遺構として番号を付して調査をしたが
明確な遺構として捉えられなかつた。

遺物は、 56号が 20片、阿玉台式、加曾利 E式、称名寺式、堀ノ内式、加曾利 B式が出上し
ている。図示したのは浮島式のハマグリの波状文である。

時期はこれらの遺物の時期が推察される。

57号 土坑  (第 27図 )
本遺構は、径 1.8mで 調査区の南側中央西寄りに位置し検出された。切 り合い関係は無く単
独で検出された。掘 り込みは 50cmや や深く半分程エリア外に位置する。壁面はやや開き気味
で底面は平坦、締 りは弱い。

覆土は黒褐色、黒色、暗褐色、褐色の 5層に分けられたが粘性、締 りはやや強い。

遺物は総数 22片で堀ノ内式土器が、本遺構の時期と推察される。
58号 土坑  (第 27図 、 28図 )
本遺構は、調査区の南側中央西側に位置し検出された。約半分をエジア外に置き径 1.7m程
の円形プランを呈すると推察される。底面は、平坦で締まりはある。壁面は垂直に近く掘 り込み

は 70cmと 深い。円筒状プランを呈する。
覆土は 5層で黒色、黒褐色、暗褐色、褐色、明褐色で炭化粒子、焼土粒子を小量含む。層序的

には投げ込み的な感 じ。締 り、粘性はやや強い。

遺物は加曾利 B式が圧倒的で次に安行式が続く。 9～ 13で 9は安行式、 10は加曾利 B式の

浅鉢で器面磨消、 11、 12、 13は安行Ⅲ a、 15は磨 り石。総数 80片程出土している.
59号 土坑  (第 28図 )
本遺構は、調査区の南側中央西よりに位置し検出された。南側、北側はそれぞれ切 り合い関係

にあり遺存状態は悪い。平面図は図示しなかつたがおよそ径 1.5m程 のプランをもつ遺構 と推
察され深さは 20cm程 であまり明確ではない。底面もピットが 2基掘込まれ撹乱が多い。凹凸
が多く締まりは悪い。覆土は黒色、暗褐色、褐色層でローム粒子の混入の差、粘性締りはややあ

るЭ遺物は加曾利 B式が多数で 60片、その他 35片で図示出来る物は少なく14の安行 I式
15の石器、磨 り石である。遺物、遺構形態から加曾利 B式期の遺構 ?と 推察される。
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60号 土坑  (第 28図 )
本遺構は、調査区の南側中央の西よりに位置し検出された。径 lm前後で形態、プランから遺
構になるか疑わしいが一応落ち込みが見られた。これを60号土坑としたが縄文時代の遺構とは
疑わしい。掘 り込みは 20cmで 緩やかな落ち込み。覆土は褐色層、締 りは弱い。
遺物は 16～ 24で前期諸磯、中期加曾利 E式、後期称名寺式、堀ノ内式、加曾利 B式、安行
式、晩期安行Ⅲ a、 姥山等 150片 程出上している。捨て場的感じであつた。新しい ?。
61号 土坑  (第 27図、 28図 )

本遺構は、調査区の南側に位置し検出された。 9号住居跡に掘込まれて上部久失している。径
1.5m程 のプランを呈する遺構と推察され約 2分 1を西側の畑、エリア外に置く。掘 り込みは
40cmと 上部を欠失している為やや浅い。円形プランを呈する。
覆土は 3層で黒色、黒褐色、褐色でレンズ状の自然埋積。粘性、締まりはやや強い。

遺物は、底面では加曾利 E式の胴部が 20片程出上している。又軽石、石皿が出土している。
その他称名寺式、堀ノ内式、加曾利 B式、安行式が 60片程出土している。
遺構プラン、遺物出土状態から中期加曾利 Eコ 式の時期が推察される。

62号・土坑  (第 27図、 28図 、 29図 )
本遺構は南側の一群に位置し検出され大型の掘立遺構と思われる落ち込みの端から検出された。

径 2m程の円形プランを呈すると推察される。 2分 1程西側の畑、エリア外に置く。掘 り込みは
90cmと 深く、底面は平坦で締 りをもつ。北側の一部にはピットが位置。
覆土は、レンズ状の自然堆積で暗褐色、褐色、暗褐色の 5層に分けられた。いずれもロームブ

ロックの混入の差で締まりはやや弱い。

遺物は、底面近くから阿玉台式、中峠式が多く出上している。 3～ 11で中峠式の 4、 加曾利
EI式の 3と 円筒状月同下半部の 8が ある。その他磨 り石等が出上している。
遺構プラン、遺物から阿玉台式から加曾利 EI式の時期が推察出来る。
63号 土坑  (第 27図 、 29図、 30図 )
本遺構は、南側の一群に位置し検出され上部は赤土採取の為かなり欠失している。径 2.6m
程の円形プランを呈する。西側、東側にピットが 7基程位置する。掘 り込みは40cm程 で中央
部がやや低くなる形態で底面の締まりは良く床面状。

覆土は、黒褐色、暗褐色、褐色等の 5層に分けられたがいずれもローム粒子、ブロックの混入

の差で締まり、粘性は強い。レンズ状の自然埋積。

遺物は、底面から中峠式、阿玉台式、加曾利E式等が出上している。 14は 中峠式の胴下半部
で隆帯に縄が見られる。加曾利 B式、安行Ⅲ a等が出上している。

遺物、遺構プランから中峠式の時期が推察される。

64号 土坑  (第 30図、第 31図 )
本遺構は、南側の一群に位置し63号土坑南側に位置し検出された。長径 2m、 短径 1,5m
の長円形状プランで掘り込みは 30cmと 浅い。 (上部は赤土採取)撹乱のため遺構形態は不明。
感じからは円形状で弱く底部が張るか ?。 底面の締まりは良い。フラスコ状 ?。

覆土は 2層で暗褐色、褐色で締 りは強くレンズ状の自然堆積。

遺物は、中期の阿五台式、中峠式、加曾利 E式、堀ノ内式、加曾利 B式、安行式が見られた。
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大多数は堀ノ内式、加曾禾UB式で 8、 9は堀ノ内式で口縁部磨消と沈線区画の 9がある。

遺構プラン、遺物等から時期は後期の堀ノ内式期と考えられる。

65号 土坑  (第 30図 )
本遺構は、調査区の南側西寄りに位置し検出された。長径 1.5m程 の倒卵形状のプランを呈
していた。底面には 3ケ所のピットが掘 り込まれ撹乱層が上部に有り (上部は赤土採取の為撹

乱)底面のみの遺存であった。締まりはやや良い。

覆土は、大半が撹乱層で一部に遺存部も見られたが状態は悪い。よつて締 りは悪い。

遺物は、 10～ 26で後期後半の遺物が撹乱土から出土している。加曾利 B式の台付き土器
10と 安行式の粗製土器、Ⅲ aの肉彫 り的な口縁部、回縁部に蟹の目状に小突起を貼付する物が

見られる。又細密沈線、顔の部分の上偶 25が撹乱層から出土している。
遺物、遺構プランから晩期安行ma式 の時期が推察される。
66号 土坑  (第 30図、 31図 )
本遺構は、南側の一群に位置し検出された。 64号の南側に位置し68号に北側の一部が掘込
まれている。長径 2.4m、 短径 2.lmの 不整形プランを呈する。掘 り込みは (上部は赤土採
取の為撹乱)35cmと やや深い。底面は平坦で締まりは強い。東側の立ち上がりは久失し5c
m程。壁面は垂直 ?。

覆土は、暗褐色、褐色の 2層で締まりは強い自然埋積状。上部久失。

遺物は、 27か ら32で中峠式、安行式、姥山式等が出上している。総数 140片 程で底面か
ら時期の目安になる遺物は定かでない。遺物の割合からは堀ノ内式 32片、加曾利 B式 60片で
ある。

遺構プラン、遺物の出土割合から後期の加曾希UB式期の遺構と推察される。

67号 土坑  (第 30図 )
本遺構は、調査区の南側に位置し検出され (上部は赤土採取)の為底面のみの確認で径 1,5
m前後の円形状プランを呈すると推察される。底面は平坦で締まりをもつ。

覆土は 5cm程 で褐色層のみ、粘性、締 りはある。
遺物は、 32、 33で堀ノ内式の粗製深鉢と安行Ш a式の口縁部で総数は、加曾利 E式 26、
堀ノ内式 17、 称名寺式 1、 加曾利 B式 15、 安行式Ⅲ a3、 平安時代国分式 1、 内耳土器 1が

出土している。これらの出土遺物、遺構プランから後期加曾利 B式期の遺構 ?と 思われる。

68号 土坑  (第 30図、31図 )
本遺構は、調査区の南側に位置し検出され (上部は赤土採取の為撹乱)の為西側のみ覆上が存

在。径 1.8m程 の倒卵形プランを呈する。壁面は垂直、深さ30cmと 西側のみ遺存状態は攪
乱のため悪い。

覆土は遺存部 2層で暗褐色、褐色層で締 り、粘性は強い。

遺物は加曾利 E式から安行式迄検出された。堀ノ内式 19、 加曾利 B式 17片が主体であり、
時期は 34の時期、後期加曾利 B式期が推察される。 35は土器片錘。
69号 土坑  (第 31図 )
本遺構は、南側の調査区東側に位置し検出された。北側を71号土坑に掘込まれ東側は 10号
住居跡の一部を掘込む。長軸 1.lm、 幅 80cm程 の長円形状プランで掘 り込みは40cmと
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浅い。東側では 20cmで ある。底面は締まりをもつ。
覆土は変速的な層序で (上部は赤土採取の為撹乱)僅かに西側に暗褐色、褐色、明褐色が見ら

れる。粘性、締まりはやや有る。

遺物は、加曾利 B式が 8片出上しているに過ぎず図示出来る物はない。

時期を判断する材料はないが、しいて推定すれば出土遺物から加曾利 B式期の遺構か ?。

70号 土坑  (第 30図、 31図 )
本遺構は、調査区南側の一群に位置し検出された。切 り合い関係は無く単独である。長径 lm、

短径 80cmの 倒卵形プランで掘 り込みは 35cmと 浅い。壁面はやや傾斜をもつ。底面の締ま
りは良い。 36～ 38で土器片錘等も見られる。
遺物は、加曾利 B式 18片を主体に堀ノ内式、加曾利 E式等が 10片程見られた。
遺物、遺構プラン等から後期加曾利 B式前後の遺構か ?。

72号 土坑  (第 34図 )
本遺構は、調査区の南側に位置し10号住居跡の一部と切 り合い関係にある。 (上部は赤土採
取の為撹乱)され遺存部長軸 1,8m、 短軸 lmの不整形な三角形状形態で翔 り込みは 20cm
程遺存していた。壁面はやや角度をもつ。底面は締まりは良い。

覆土は黒褐色、暗褐色、褐色でローム粒子、プロックの混入の差で粘性、締まりは強い。埋積

状態から投げ込み的層序を示す。

遺物は、前期の諸磯式、阿玉台式、加曾利 E式、堀ノ内式、加曾不UB式、安行式、が見られ主

体は加曾利 E式で 13片、底面からは加曾利 B式が 3片出土している。 (39、 40)
遺物、遺構プラン、切 り合いから後期中葉の時期か ?。

73号 土坑  (第 31図 )
本遺構は調査区の南側から検出された遺構で確認が (上部は赤土採取の為撹乱)遅かつた為遺

構の全容は解明出来なかつた。一部東側に近世の撹乱が存在している。本遺構は内耳式上器を伴

う墓坑で頭蓋、頭頂骨、右側頭蓋錘体と歯、右大腿骨が検出された。 (人骨参照 )

鑑定所見によれば年令は歯の咬耗度から I～ Ⅱに相当し壮年初期と推定されている。

頭蓋の矢状縫合は開いている。その他は保存が悪く不明。

歯の状態は上下の前歯が久失している点は本人骨の生活環境、言い換えれば身分的性格等種々

想定されよう。

遺物は内耳土器破片 3が見られ形態から江戸時代初頭前後の時期である。これが人骨の埋葬年

代と同一とは断定しかねるが大差が無いと思考する。六文銭は検出出来ない。

掘 り込みは長円形で 2.2Xl。 9cm深 さは確認面から60cmで あつた。 (おけ ?)
74号 土坑  (第 31図、 32図 )
本遺構は、調査区の南TRll中央部西寄りに位置し検出された。北側で 94号上坑と切り合い関係
にある。上部は (赤土採取の為撹乱)され 20cm前 後欠失。径 1.6m程 の円形プランで掘 り
込みは 60cm、 東側は前述の撹乱。底面は比較的締まりは良い。
覆土は暗褐色、褐色、明褐色の 3層で層序は投げ込み的感じである。締まり、粘性はややある。

遺物は少なく総数 54片で加曾利 E式 23片、加曾利B式 22片、安行式 9片で時期は遺物か
ら見れば後期加曾利 B式の時期が推察される。 (1～ 9)
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75号 土坑  (第 31図 )

本遺構は、調査区南側に位置し検出された。切 り合い関係は無く単独。倒卵形形態で長径

1.2m(上 部は赤土採取の為撹乱)の為浅く底面のみで土層は投げ込み的の感じである。底面
はやや中央が高い感じの土坑であるが大半を前述の為欠失し子細は不明。

覆土は暗褐色、褐色でブロック状層序。投げ込み的埋積、締 り粘性はある。

遺物は、加曾利E式 14、 加曾利 B式 7、 安行式が 6片で図示出来るものは無い。

時期は遺物、遺構プランからは特定出来ないが遺物から縄文後期後半が推察される。

76号 土坑  (第 31図 )
本遺構は、調査区の南側から検出されたが (上部は赤土採取の為撹乱)底面のみの確認でプラ
ン、規模は特定出来ない。遺存部は東西 1、 4m程の不整形な円形を呈する。底面は四凸があり
締 りは悪い。遺物は皆無で時期は不明。東側に小ピットが 2基掘込まれている。

77号 土坑  (第 31図、 32図 )
本遺構は、調査区の南側に位置し検出された。切 り合い関係は無く単独で有 りこの部分から上

部の赤土採取の為撹乱は薄くなる。地形状南側にゆるく傾斜を示す。径 2.5mの 円形プランで
本来はフラスコ状プランと推察され、掘 り込みは 25cmで 有る。底面は平坦で良好な締 りをも
つ。覆土は、暗褐色、褐色等の 3層 に分けられ層序はレンズ状の自然堆積。締 り粘性は強い。

遺物は 8片程底面から出上している。総数 45片程で中峠式、阿玉台式が 8割 りで 10、 11
が図示した遺物で中峠式の底部と日縁部である。

出土遺物、遺構プランから縄文中期中峠式の範疇のフラスコ形土坑と推察する。

79号 土坑
本遺構は、調査区の南側に位置し検出された不整形な遺構で、落ち込み状遺構として認定すべ

きか一考の余地のある掘 り込みである。覆土は一層で暗褐色、締 りはややある。ここの部分も

(上部は赤土採取の為撹乱)で この時の掘 り込み部か ?、 遺物は皆無で時期は特定出来ない。遺

構は図示しなかつた。

89号 土坑  (第 32図、 33図 )
本遺構は、調査区の南側に位置し検出された。倒卵形プランで長径 2m、 短径 1.4mを 測る。
掘り込みは 20cmで 壁面は直立状で底面は平坦締 りはやや悪い。覆土は暗褐色層、褐色層の 2
層で共に締 りは強い。浮いて焼土ブロックがが見られた。遺物は、浮島式、中峠式、加曾利 E式、

称名寺式、加曾利 B式、安行式等が出土している。総数 70片で覆土中では土師器カメ 15片、
安行式が出土、底面からは加曾利 B式が出土。時期は後期加曾利 B式期が推察される。

90号 土坑  (第 32図、 33図 )
本遺構は調査区の南、西よりに位置し検出され半分程エリア外にある。径 2.3mで 円形状
プランと推察される。壁面はやや傾斜をもつ。掘 り込みは 50cm程 で底面は中央部がやや深く
なる。締りは良い。中央部に小ピットが 2ケ所見られる。

覆土は黒色、黒褐色、暗褐色の 3層で粘性は弱く、締 りはややある。全体的には自然埋積に近

い層序を示す。遺物は、阿玉台式が主体で中峠式、加曾利 E式、堀ノ内式、加曾利 B式等が出土

した。総数 50片、底面から出土した 16、 17の 時期が推察される。 18、 19は浮島式のア
ナダラ属とハマグリを用いた波状貝殻文で 9片出上しているD
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91号 土坑  (第 32図、 33図 )

本遺構は、調査区の南端に位置し検出された。約 2分 1をエリア外に置く。径 2.7m程 の円

形プランで掘 り込みは 50cmと やや深く東側は (上部は赤土採取の為撹乱)層で欠失している。

南側端に薩摩芋の貯蔵穴と思われる撹乱部が掘込まれている。底面はほぼ平坦で締 りはある。壁

面は垂直に近い掘り込み。

覆土は地形的に高い北側からの自然埋積状態が見られる。黒色、褐色、暗褐色等 5層が確認さ

れた。粘性、締 りはややある。

遺物は、総数 71片で加曾利 E式が主体を占める。 20～ 23で加曾利 EI式が底面から出土

している。 25片 出上した。

遺構プラン、遺物から加曾利 EI式の遺構と推察出来る。

92号 土坑  (第 32図、 33図 )

本遺構は,調査区の南側の西よりに位置し検出された。約半分程をエリア外に置き径 1.3m

程の円形プランと推察される。掘 り込み深さは 20cmと 浅い。底面は平坦に移行 し締 りはある。

覆土は、 2層で層序は黒褐色、褐色レンズ状の自然埋積。締 り、粘性はややある。
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遺物は、底面から加曾利 E式が出土している。総数 80片程で堀ノ内式、加曾利 B式、安行式
等が見られた。図示した 24の ほかは加曾利 B式の口縁部。 35図の石器がある。遺構プラン、
遺物から時期は加曾利 E式期と推察される。

93号 土坑  (第 33図 )
本遺構は、調査区の南側の西よりに位置し検出された。切 り合い関係はなく単独で検出された。

径 80cm程 でピット状形態。掘 り込みは 15cmと 浅く壁面は開き気味。底面は平坦で中央が
やや高く締 りはある。

覆土は、黒褐色、褐色の 2層で締 りはややある。遺物は皆無で時期、性格は不明。

94号 土坑  (第 32図、 33図 )
本遺構は、 92号土坑の東側に位置し単独で検出され、長径 90cm程 で掘 り込みは 15cm
と浅く、ピット状形態である。底面は 2段になり締 りはある。

覆土は暗褐色、褐色の 2層でレンズ状の自然堆積を示す。

遺物は加曾利 E式 3、 加曾利 B式 11片が出土し、しいて時期を位置づければ後期加曾利 B式
期の土坑 ?。

95号 土坑、 95″号土坑  (第 31図、 33図 )
本遺構は、南側の西よりに位置し検出された。径 1.9m程 の不整形プランを呈する。北東側
に入 り口状の掘 り込みが見られる。本遺構は上の張 り底の遺構 と下部の 95'が ある 。上の遺構
はなだらかな傾斜を以て南側の底面に移行し深さは40cmで ある。
覆土は、黒色、暗褐色、褐色の 3層で粘性、締 りはやや強い。

遺物は上下共同玉台式のみで時期は大差が無い。プランでは下部は径 2.2mで フラスコ状プ
ランで 60cmと 深くなる。総数 21片 と少ない。その他雲母片岩、小さい川原石が 20個程出
上している。同遺構を 2回使用した例はないっ

上下、 95、 95″共阿玉台式の時期が推察される。

96号「土坑  (第 32図、 38図 )
本遺構は、調査区南側の一群の中に位置し単独で検出された。ピット状形態で (上部は赤土採

取の為撹乱)不明であり。長径 lm、 短 70cmと 不整形なプランを呈している。掘 り込みは、
30cmで 底面は凹凸が多く不規則である。
覆土は褐色、暗褐色の 2層で遺構の性格は不明に近い。遺物は少なく31が図示した 1点のみ
である。堀ノ内式の日縁部か ?。

97号 土坑  (第 32図 )
本遺構は、調査区の南側に位置し単独で検出された。長円形プランで長径 lm、 短径 60cm
と不整形プランでピット状。底面は三角形状形態で深さは 50cm本 地区も (上部は赤土採取の
為撹乱)の為上部の状態は不明。

覆土は暗褐色層のみではややある。遺物は皆無で時期は不明。

98号 土坑  (第 32図、 33図 、 34図 )
本遺構は、調査区南側の西よりに位置し単独で検出された。径 70cmの 円形プランで掘 り込
みは 20cmと 浅い。壁面、底面は鍋底状形態。
覆土は、 3層で黒褐色、暗褐色、褐色で粘性はややある。
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遺物は内耳が出上している中世の遺構である。土器形態から時期は江戸時代初期が推定される。

34図の打製石器がある

100号 土坑  (第 34図 )
本遺構は、調査区の南側中央部西よりに位置し検出された。径 1.5m程 の不整形プランで掘
り込みは 30cmと 浅いが上部は溝状 (掘立遺構の可能性有り)で掘られ遺存部から推定すれば
80cm程 の深さが想定出来る。底面は平坦、締 りはある。壁面は垂直に近い。当初撹乱と考え
て調査をためらつた為上部は欠失。

覆土は、暗褐色、褐色層で粘性は弱い。

遺物は内耳土器鍋の口縁部が出土、形態からは江戸時代が推察される。その他 3片程破片が出

土している。

時期は、遺物、土層、遺構プラン等から江戸時代の遺構と推察される。

101号 土坑  (第 34図 )
本遺構は、調査区の南側中央に位置 し検出された。 (上部は赤土採取の為撹乱)為遺存部は図
示出来る状態ではないが確認されたものは長さ 1、 5m、 幅 lm程の長円形状プランを示す。掘
り込みは 15cm程 で底面は平坦、締 りはある。
覆土は暗褐色、褐色の 2層で自然埋積状層序を示す。

遺物は、口縁部キャジパー状の中峠式の口縁部 6と 山形突起の 7が見られ隆帯部分には単節、

無節 ?の縄が施文されている。その他浅鉢で磨消された 8があるcその他磨製石器、打製石器が
見られた。遺構プラン、遺物から中期中峠式期の遺構と推察されるc

SK-23

第 35図 SK-23、 36号出土遺物実測図

L 
― _ Cm

SK-36号 出土遺物実測図

SK-36

第 36図
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3 ピッ ト (第 37図、38図、39図、40図 )
本遺跡からは100基前後の遺構が確認されたが直接的に江戸時代前後と推察されるものを含
めて図示し概要を述べる。各遺構共遺物は皆無に近い。プランは円形状が大半を占める。ここで

は各遺構をまとめて延べ各ビット毎の説明は省く。

イ副ぎ円形状プランは 1、 22、 32、 37、 38、 62、 63、 75、 76、 88が見られ、

この中でも鍋底状掘 り込みのもの 1、 32、 62、 63、 75、 76が有り大小の差はあるが、

掘り込みプラン、形態は類似する。これらは全体的に規則的な配列、位置関係は認められなかつ

た。しいてあげれば単独的位置と土坑に近接し掘込まれるものが見られる。

次に円形で柱穴状のもの、径が 30cm以 下で掘 り込みが 30cm前 後のものとかなり深いも
のとに男町れる。

柱穴状のものは 3、 6、 11、 14、 16、 17、 18、 20、 21、 22、 23、 23´ 25、

28、 29、 30、 73がみられる。その他 (上部は赤土採取の為撹乱)の南側中央側部分に掘

立遺構 と思われる柱穴群が見られた。 (45から70)柱 穴状のプランには垂直に掘込むものと

底部近くでやや狭くなるものとが見られる。 P3、 16、 17、 23、 73等が見られ深いもの

は lm以上のものも見られる。底部に向かつて狭くなるもには 6、 18、 11、  14、  19、 2

4、 74、 97で中には三角形状に近いものもみられる。これらは掘立遺構の一部の柱穴が推察

され少なくとも数軒、または縄文時代の櫓的遺構が存在したと考えられる。

その他は、浅く小型のプランのものが 20基程存在してが時代的に特定出来ないものも多い。

遺物は 20点程出土するものと皆無に近いものが見られた。 P2は 50片で加曾利 E式、加曾

利 B式が出上している。 P3は底部から安行式 3片 と鳥類の骨 ?が見られた。 P4は加曾利 B式

16片出上している 2～ 4、 P5は加曾利 B式が 18片、安行式 9、 製塩土器 3が 出上している。
P6は阿玉台式 5、 加曾利 B式 12片が出上している。 4～ 10。 P7はカロ曾利 B式 2片、 11。
P8は加曾利 B式 100片 、鳥の骨が見られた。 12。 P8は安行式 1片。 P10は 加省利 B式

が 18、 安行式が 9片。 Pllは 堀ノ内式が 10、 加曾利 B式が 33片、第 38図 13。 P12

は加曾利 B式が 16片で第 38図 15。 P13は 加曾利 E式 10片、堀ノ内式 10片、加曾利 B

式 20片で第 38図 16。 P15は 加曾利 B式が 30片で第 38図 17～ 21。 P16は 加曾利

E式 11、 カロ曾利 Bヨミ5)キ。 P18とま加曾不可Bヨミ13、 ウ莞空市式23)す。 P20とま加曾不可B三ミ13、

安全,5式 2。 P211まカロコ欝不可Eラ馬3、 力Ⅳ欝不可Bラミ3。 P23イま力田旨不可Eラ 3ヽ、 カロ」欝不げBラ馬4。 P2
4イま浮島式 1。 P25は 力日曾不JB式 23。  P261ま力日曾利 Bラミ7。 P27とま阿E二台5式 6、 加曾不可

E式 5、 称名寺式 5、 加曾利 B式 10等が出土。 P28は 堀ノ内式 12、 加曾不UB式 20が出土。

P29イま力日4旨禾JB式 12。  P30イま加曾利 Bi式 8。 P311ま力日曾禾JBヨヽ14、 ヨ費空市式8。 ,有 38

図 22～ 24。 P33は 加曾利 E式 3、 安行式 2。 P34は 加曾利 E式 10、 加曾利 B式 6。 第

38図 25。  P35イま力日曾利 E〒馬5。 P36イまカロ曾不可E〒ミ6、 加曾不JBヨミ4。 P37イまカロ曾禾けB

式 28、 第 38図 26。 P38は 加曾不UE式 9、 第 38図 27、 28。 P39は 関山 2、 加曾利

E式 5、 第 38図 29、 P40加 曾不JB式 7、 安行デ篭21。  421ま功己ノ内式 12、 加1會希けBi式 3

0、 安行式 27。 第 38図 30。 P59は 加曾利 E式 1。 P48は 堀ノ内式 2。 P60は 阿玉台

式 2、 カロ曾利 B,ヽ 2。 P611ま力日コ欝不可E式 3。 P491ま加曾不可E式 2、 ウ屈ノ内式 2c P501ま 力日

曾不UE式 と。 P511まカロコ欝不可E式 3、 力日4旨不可B式 5。 P521ま関山式 と。 P561まカロ曾不可E式 3。
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P59は 加曾利 E式 1。 P67は 堀ノ内式 4。 P68は 阿玉台式 3。 P70は 阿玉台式 4。 P7

8は堀ノ内式 4、 加曾利 B式 5。 P81は 加曾利 E式 4、 堀ノ内式 14、 力隆琴UB式 10、 安行

式 11、 須恵器 1。 P82は 加曾利 E式 11、 加曾利 B式 16、 安行式 4。 P83は 加曾利 E式

20、 堀ノ内式 18、 加曾利 B式 30、 安行式 6。 P94は 中峠式 2、 堀ノ内式 7。 P96は 堀

ノ内式 2、 加曾利 B式 7。 P97は 加曾利 E式 13、 堀ノ内式 4が出土遺物の概略でせある。大

筋では少ないが中には投げ込み的に多量に出上した遺構も見ら、土坑扱いしても良いものも見ら

れる。又鳥類の骨の埋設されるものもみられ、各ピットの性格を考察する余地がある。

4 1号溝 ? (第 41図 )
本遺構は、調査区中央部の西側からエリア外に位置し認められたもので溝として調査したが溝と

は断定出来ず整理の段階で遺物、覆土等から掘立遺構の掘 り下げの一部の可能性が考えられた。

覆土は単純であつたが東側は (上部は赤土採取の為撹乱)のため不明。北側は鋭角に切れており

長屋状形態の掘 り込み式の建屋の可能性が強い。西側の部分がエリア外になるために不明な点が

多い為断定は出来ないが長さ15m前 後で幅は推定 5～ 6m前後の可能性がある。

遺物は多量に出土している。阿玉台式 100片 、加曾利 E式 350片 、中峠式 50片、称名寺

式 100片 、堀ノ内式 300片 、加曾利 B式 600片 、安行式 300片 、安行Ⅲ式 110片 、

姥山式 50片、石器 7、 土器片錘 8、 土偶 1、 石棒 2と 多様な遺物が見られる。後期から晩期に

かけての遺物が多く安行系の晩期の上器が大半で東北の大洞系の土器は見られなかつた。再検討

し吟味すれば何点かは異系統の上器が見られる可能性はある。上偶は顔を抽象化 したもので無い

と言えば言えない事も無い。

石棒は折れた部分のみで肝心の部分は欠失している。その他磨 り石、石器が出土している。上

器片錘は総じて軽いものが多い。 10～ 15グラム。

5 粘土張土坑
本遺跡からは粘土張りの遺構が4基検出されいずれも方形状プランで特別な偏在を示さず多方

面から単独で検出され規則性は認められなかつた。

1号粘土張土坑  (第 42図 )

本遺構は、調査区南側西よりに位置し検出された。 1号溝とした部分からで長さ 1。 lm、 幅

lmで方形状プラン。掘 り込みは 15cmと 浅く底面はゆるくほうろく状形態で覆土は暗褐色と

砂質粘土の交じる褐色で締 りは弱い。底面、壁面は 5cm程 の厚さで粘上が張られている。

遺物は皆無で時期を特定出来るものは無いが遺構プラン、形態から内耳土器の時期、江戸時代

前後が推察される。

2号粘土張土坑 (第 42図 )

本遺構は、調査区の南側の 1号溝との境部分に位置し検出された。長さ1,15m、 幅 7.5

mの長方形プランを呈する。掘 り込みは皆無に近く粘上部分のみで立ち上がりは無い。したがつ

て遺物も覆土も存在しなかつた。青白色の粘土を用いている。

時期は前述のものと同様 と考える。

- 60 -



v＼
P‐30 】

焦

‐‐十

■/
P‐ 29

m

へ⑥ P‐58

◎wぽ浄翠
:並習晏昇r4卜/Pづ。0潔為

52

観 5Ωttt｀P53◎μ51
Ь

619こ

69

＝
十
１
１
エ
ー

く 、

③ }ЮO鮨 P■ど1
⑤ ③ P‐99
P‐98   1P‐ 67

/孟打＼Pμ66 R
C

③
酌

①μ狙

ML=30.20

第 40図 P-28～ 30、 45-72、  98′ψ100手チうこ導J優コ

61 -



団

３

・　　　　　　　　　　　（い一ヽ．中）

は
田
脚
Щ
‐０

３０

一♭
迅
”
♭
〕‐０
　縦院的円岡
肺
胸
Ⅷ
‐盆
２９

31 32

第41図SD-1号 出土遺物実測図

- 62 -



7号、粘土張土坑  (第 42図 )

本遺構は、調査区の北側やや傾斜を示す位置に検出された。貝塚の至近である。本遺構も底面

の粘上部分のみで立ち上がりは無い。粘土は13cm程 を測りやや厚い。長さ1.15m、 幅6
0cmの長方形プランと推察される。
本遺構も覆土は皆無のため遺物も皆無である。

71号粘土張土坑 (第 42図 )
本遺構は調査区の南側、東よりに位置し検出された。 (上部は赤土採取の為撹乱)で撹乱層を

除去し確認された遺構で東西に長いプランである。長さ1.4m、 幅 1.lmで わずかに覆土を
もつが大半は撹乱上で遺物は皆無で底面のみと言つても過言では無い。

遺構プランから4基とも差程の時間差をもたない土坑群と推察する。江戸期のものか ?
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No, 色 調 含 有 物 粘性 締 り

1 黒掲色 粘土粒 .ローム粒を極少量 やや有り 弱 tヽ

2 黒掲色 粘土粒子を少量含む やや有り やや有り
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第 5節 貝 塚

本遺跡北側には遺跡を囲むように谷津が入り込み、この斜面部に約 20m× 30m程 の規模を

もつ若海貝塚B地点が所在している。本調査ではB地点の一部がバイパス部分にかかり、この部

分の切 り上になる部分のみの調査で、貝塚全体の 10分 1前後と推察する。 (地主の談話 )

なお、本地点は盗掘や、慶應義塾高校考古学会の調査 (注 1)がなされたと言われる。以下、

貝層層序、出土遺物、貝種、人骨、魚骨、哺乳類の順に後述する。

(注 1)1952.茨城県行方郡現原村.若海貝塚発掘調査報告書

1 貝層層序  (第 43図 )
本貝塚の調査地点は東側部分で西及び北側に傾斜を示し西側に従つて角度は強くなる。西側エ

リア境界部分での層序は43図の上で傾斜角度は弱い。上部は以前畑として利用されており撹乱、

耕作土下側から貝層が確認された。 8層の地山層の上は混土貝層で貝は摩減、磨耗し原型を留め

個体数が計測出来るものは少ない。上端から全体に 5cm～ 20cm程 で下位部分に向かつて厚
さ増し推移。上図部分は 30cmと 厚い貝層。

】ヒ ー

ML=30.00

幽

鰯

脚

躙

鰯

(3)

□

⑥

混・貝層 (貝がやや多量)

混土貝層 (土がやや多い)

混貝層 (貝がやや多量)

純貝層 (貝多量)

混土層 (上の方が多い)石片さい層

混貝層 2層 よりやや貝が多い

土 の み

ブロック状で 2層 より上が少ない

第 43図 貝 塚 層 序

m
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7層は、純貝層に近い層が西東共見られ厚さは最高で 20cmを 計測し、比較的流れはスムー

ズに推移 し下層に添つて見られる。上、土器、獣骨等の混入は少ない。

6層は、やや上の混入は多いが貝は多量で西側では最高 30cmの 厚さをもち凹凸はあるがほ

ぼ調査区全区で見られる。東では下部に見られ純貝層下に埋積する。

5層は、純貝層で僅かに土が混入する。下部程厚さをもち 50cm前 後を測る。下層にそつて

かなり圧巻な層で推移し、東側では中程に (あんこ状)に 30cm程 の厚でプロック状に埋積す
る。

4層は、上が多量な層で貝が少量混入する。これもあんこ状で厚さ10cm、 長さ1.6mと

薄く短い。東側では貝がやや多くなる。

3層は、混土貝層で上がやや多い。上図では途中から始まり最高 30cmを 測 り、下図では中

程、下部に厚さ30cm程 の厚さで埋積する。 (3)は撹乱埋積状態で変則的。
2層は、混貝土層でやや土が多い層で上図では中程部分にプロック状に見られる。 3層下にも

小ブロックが存在する。東側では厚さは不規則ながら上端から下位に推移 し厚さは 20cm程 を

測る。

1層は、混貝層で貝がやや多量で西側では南側中央よりに 20cm前 後の厚さをもち中葉で欠

失する。東側では途中から入り調査区手前で消滅する厚さは 5～ 10cmで 推移している。

調査区域は総じて撹乱の無い良好な貝塚と理解 したい。 (一部に撹乱気味の部分が存在する)

2 出土土器
本貝塚からは総数約 4, 380点 の上器が出土した。以下各層毎に出上土器について述べる。
I群の上器を阿玉台式、Ⅱ群土器を中峠式、Ⅲ群土器を加曾利 E式、後期の称名寺式をⅣ群、加

含利 B式をV群 とする。その他は貝塚からは検出されない。

なお本土器群については断面図のみ実測で予算、時間等から写真図版と断面図番号と同一とした。

1層

本層では遺物は少なく写真図版にすべき良好な土器は検出出来なかつた。魚骨、獣骨等は他層

に比べて少なく僅かに魚、獣、鳥骨が見られたに過ぎない。貝はハマグジ主体の層であつた。

2層

本層でも遺物は少なく深鉢の底部、加曾利 E式の口縁部キャリパーの上器が見られたが割に少

なく後期Ⅳ群土器の胴部沈線区画の充鎮縄文、磨消の破片が 2割程見られた。総数 100片 程で

細片が多かつた。本層は後期に形成を見た可能性が高い。

3 層  (第 44図 ) 写真図版  10、 11

本層では約 500片 程の土器が見られた。 I、 Ⅱ、Ⅲ群土器が主であった。
I群土器

本群は非常に少なく1割程で図示する程のものは無い。日縁部はやや外反気味で胴部は円筒形

状、底部はやや張り出す感じで角押文や有節線文がみられる。また、無文の浅鉢がある。

■群土器は多く日縁部が弱いキャジパー状で隆起線を主体に波状や指頭押圧状の文様構成が見

られ胴部、底部は不明で約 1割程出上している。

Ⅲ群土器は口縁部が大型の環状吊り手をもつものと、日縁部が平縁で隆起線文で区画するもの

と渦巻状文を配するものがあり、胴部は円筒形からやや月同下位で弱く張る形態に変化している。
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これらは 1、 2、 3式への変化で、本層では日縁部が磨消、微隆起線文の上器は皆無に近く平坦
部の土坑の中でも本類は皆無に近い。日縁部が外反状で有節線文のものと沈線で胴部上半部が張

り底部に向かつて三角形状の後期に近い器形もみられる。その他底部久失の大型の環状吊り手を

持つ 10が あり隆起線文で区画、器面磨消の浅鉢 15も ある 底部は、直立気味のものとやや外
反気味のもの、器肉の薄い小型で開き気味のものが見られ雲母を含む。加曾利 EE式が主体の貝
層である。

Ⅳ群土器 以下の上器群からは後期の土器でほぼ皆無であった。
4 層  (第 44図 ) 写真図版  11、 12
本層では約 640片 程の土器が出土している。 I、 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ群土器が主であった。
I群土器

本土器群は総数 150片 程見られ頚部が開く器形で隆起線文、角押文を主とした文様構成で雲
母を含む。 (1、 2)無文の浅鉢 (3)も 見られる。阿玉台Ⅱ式末の上器である。
コ群土器

本土器群は総数 60片程で図示できる良好な遺物は無い。隆帯に縄をもつものが多い。
Ⅲ群土器  (第 45図) 写真図版  12
本土器群は総数 410片 程で隆起線文、山形状突起、波状口縁部を持つ深鉢の器形が主で口縁
部は弱いキャンパー形態である。その他本群に付随すると思われる粗製の日縁部が外反し頚部に

隆帯を持つ土器 9が存在し、器形は小型の深鉢形態であり雲母は含まない。
Ⅳ群土器

本群の上器は総数 20片程で V、 Ⅵ群土器を含む。総じて小破片で図示出来る遺物はなかった。
本貝層の形成は中期が推察出来る。

5 層  (第 45図 ) 写真図版  (13、 14、 15、 16)
総数 1,000片 とかなり多量であり貝類も同様であった。
I群土器

本土器群は約 200片 とやや多く口玉台Ⅱ式が主である。 1、 10、 12、 13で 口縁部は隆
起線に添って有節線文、角押文等が施文されるものが圧倒的で器形は頚部から弱く開き、または

外反する。月同部は円筒状形態が多い。雲母をかなり含み色調は淡い赤褐色、黒褐色である。浅鉢
で器面を磨消するものも5片程見られた。

Ⅱ群土器

本土器群は約 20片程出土しているが図示出来る遺物は無い。
Ⅲ群土器

本土器群は約 770片 程出土し日縁部がキャツパー状形態で山形突起に大型の吊り手を持つ 2、
3、 8、 9と 波状口縁の 4、 26があり口唇部は開き隆起線で波状、渦巻きで文様を構成する一
群が 1割程見られた。又隆起線に指頭状押圧を加える中峠式に近い 5が有り胴部は円筒形に近い。
数量的には 20片程である。同様な器形を呈し隆起線を 2本配列し区画する大木系の土器も 1割
程見られた。

口縁部キャリパーで突起部に渦巻、隆起線で窓枠状区画する 14と 平縁の 6、 7、 30、 31
が多数で 3割程を占め本土器群が主体的土器 と推察される。 (加曾利 E式 )
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第 45図 5層出土土器断面図
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第46図 6層出土土器断面図
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底部は、円筒形でやや直立気味とやや開き気味のものが見られるがいずれも器形的には円筒形

態である。 (36、 37、 38)

その他小型の深鉢で日縁部が外反する35や磨消部を持つ 34は 日縁部は強く内傾し沈線で文
様を構成する (33、 35)と 口縁部に隆起線を貼付する 18、 19がみられる。胴下半部はほ
ぼ円筒形で 36、 37、 38が有 り3本単位の沈線、フラビ状沈線、縄のみの 3系統がある。そ
の他土器片錘、石器、石棒等が出上している。

Ⅳ群土器

本土器群は少なく図示したのは 39のみで称名寺式の胴下半部で総数 8片程である。沈線区画
で磨消、底部は三角形状に近くなる器形である。

各群を相対的にみて胴部の占める割合が 5割に近く、底部が 2割、日縁部が 2割でその他頚部

や特定不能 (細片の為)が 2割を占める。

6 層  (第 46図 ) 写真図版 (14、 17、 18)
本層土器群は総数 760片 程出上した。大きく3群に分けられる。
I群土器

本土器群は少なく120片 程である。隆起線と角押文、有節線文、又は山形突起と沈線よる施
文の 1と 2、 3がある。雲母を含み黒褐色に近い色調。相対的には前者の隆起線系の上器が圧倒

的に多い。後者は 1割前後と少ない。底部は浅鉢の 22がある。器面は磨消し雲母を含み黒褐色。
阿玉台Ⅱ式末。阿玉台式は本層の主体的土器ではない。

Ⅱ群土器

本土器群は総数 32片 と少なく図示出来る遺物はなく幸うじて本土器群は土器が存在すること
が確認出来たに過ぎない。

Ⅲ群土器

本土器群は総数 425片 と多く本層の土器群の中で主体を占める。日縁部に大型の吊り手を持
つ 4、 5、 7がある。 5、 6は大木系の上器で隆起線を主体にした渦巻、窓枠状区画をもつ、本

例は 50片前後と少ない。 7は加曾利 EⅡ 式の口縁部で大型の吊り手には隆起線による区画が主
文様で本例は 20片 と少ない。 13も 同様で日縁部は弱く開く形態で大型の山形突起をもつ。主
文様は沈線区画の渦巻文と窓枠状文で縄文を充鎮する。本例は少なく 15片程であつた。その他
胴部上から遺存する4は 日縁部は開き気味で一対の吊り手をもち他方には平縁の横位に孔をもつ。

隆起線が 4単位で窓枠状に巡る。加曾利 EI式に当たるものである。
日縁部キヤリパーで隆起線で文様を構成する8～ 18は典型的な加曾利 EⅡ式の上器群で本土
器群の大半を占め、日縁部は弱い波状で胴部は円筒形形態。底部は24～ 27が見られた円筒形
で同下半部でやや括れ気味。逆に言えば下半部が弱くつぼむ。

本土器群が本貝層の主体的な時期と思考する。Ⅳ群土器は検出されない。

7 層  (第47図 ) 写真図版  19
本層土器群は総数 570片 が出上している。大きく2群に分けられる。
I群土器

本土器群は40片程確認された。図示出来る土器 1のみ。前述の 6層の上器と大差は無く胴部
破片が大半で口縁部は少なかつた。隆起線、有節線文、角押文をもつ。
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Ⅱ群土器

本土器群は30片 と少なく細片で図示出来る遺物は無い。
Ⅲ群土器

本土器群は500片 と多く本層の主体的土器である。日縁部は大型で山形の吊り手を持つ一群
の上器で口縁部は弱いキャリパー状で隆起線で区画する大型の深鉢群。全体のと割前後を占める。

(写真図版 19)

日縁部キャリパーで隆起線で窓枠状区画、渦巻文で頚部から上部に主文様帯が構成されるもの

が大半で平縁、弱い波状等バラエテーに富んでいる。胴部は円筒形器形。

Ⅳ群土器

本土器群は30片と少なくいずれも細片で図示したのは 14の 口縁部で磨消部に沈線区画で縄

文を充鎮し弱い波状形態である。

本土器群は本層では少なく皆無に近い。一部撹乱気味の部分からの出土であつた。

10

|

Cm

第 47図  7、 8層出土土器断面図
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8 層  (第 47図 )写 真図版 20
本層土器群は総数 350片程が出上している。大きく2群に分けられる。
I群土器

本土器群は 150片程出上している。図示した 1～ 5が本類で山形の突起を持つものと隆起線
に爪形文を配する 1、 2が見られ本土器群がやや多い。浅鉢の器形と推察される5は磨消され無

文。日縁部は外反する。本類は 1割前後と少ない。全体の4割前後を占める。

Ⅱ群土器

本土器群は日縁部外反気味の 6が見られる加曾利EI式で隆起線で渦巻文、又間に爪形文が見
られる大型の深鉢であり本例は 1割前後見られた。 7も 同様で隆起線で渦巻状、爪形文等が見ら

れ口縁部は弱く内傾する。本例も2割前後の出土で図示しなかつたが口縁部キャツパーが大半を

占める。相対的には阿玉台Ⅱ式が全体の4割前後を占め本貝塚の初現は出土土器から前述の時期

が想定されほぼ加曾利E式期に形成されたと推察される。底部は図示したように円筒形、又はや

や開き気味の器肉の厚いものが大半を占めた。以上が本貝塚から出土した土器群の様相である。

1割前後の調査範囲で多くは語るべく資料は少ないが、本調査で見られた貝塚の性格の一端を

簡単に述べてみたい。本貝塚の土器群は阿玉台E式から確認され終末は後期の称名寺式である。

主体は加曾利 EI～ Ⅱ式で各層の大部分を占めている。
8層の最下層ではⅢ群土器の加曾利 E式が主体、僅かに I群土器の阿玉台Ⅱ式、Ⅱ群土器の中

峠式が 5%前後で混入し大木系の上器が見られる。中期の上器のみで後期の上器は皆無である。
7層では撹乱 ?かと思われる部分から後期称名寺式が小量出上しているが本土器群は、主体的

な土器では無い。本層でも主体は加曾利 I～ Ⅱ式でありⅢ、Ⅳ式は皆無で 8層 も同様な土器の様

相が見られる。阿玉台式、中峠式も同様な様相を呈している。

6層でも同様な土器の出土状態であるが員層の埋積状態で数量に変化が見られ本土器群は東側

では貝層が少ない。 したがって土器の出土も少ない。本層の土器群も7層 と大差が無い。後期の

称名寺式が僅かに見られた。 I群土器もやや多く認められる。
5層は、Ⅲ群土器が主体でⅡ式が 770片 と大半を占める。本土器群は日縁部キャリパー状で
隆起線による区画、波状文が施文され日縁部は大型の吊り手、弱い波状を呈するものが見られる。

6層 とは量的にやや差が見られる。

4層は、土器が640片 で全体的に各群共少ない。 I群土器は 150片 程出上している。いず
れもⅡ式土器、Ⅲ群土器は410片 と少ない中でも多い。本土器群に小型の深鉢で外反する土器
が 3個体分程認められた。Ⅳ群土器は 20片程見られたが図示出来る程のものは無い。
3層ではⅢ群土器が主体で 4層に近い土器群構成で器形的にも大差が無い。Ⅳ群土器はほぼ皆

無に近く細片が極小量認められたに過ぎない。 2層 は、土器総数 100片 と少なく貝層主体の層
である。加曾利 EⅡ式が中心の上器構成で I、 Ⅲ群土器が極小量見られた。

1層 は純貝層に近く土器の出土は少なく図示する程の遺物は少ない。Ⅲ群土器のⅡ式が大半で

後期のⅢ群土器が小量見られた。以上が概略である。平坦部には I群、Ⅱ群土器、Ⅳ群土器もか

なりの遺構と遺物が見られたが貝塚部分では皆無であった。これらの状況から遺構と貝塚は時期
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に差がある事が理解される。つまり貝塚は加曾利E式の一時期、期間に形成を見たと理解される。

3層からは人骨がほぼ完全に近い状態で検出されている。子細は人骨の項で述べる。

3 土 製 品  (表 1)写真図版 21
本土製品は遺跡からは土偶 2、 土器片錘 61J点が検出された。いずれも特別な出土位置、状態

は無い。部分的に上坑の中で 5点、 9点 とまとまつて出土する例もあるが特徴は見いだせない。

溝状 ?遺構から土偶が出土している。 (2表参考)

遺 構 重  さ 備 考 遺 構 重  さ 備  考 遺 構 重  さ 備 考
SK- 3 18g 完  力BE SK-30 14.8g 死 SK-51 7g 半  久

SK- 3 14 g 完 加 E SK-30 13.8g 713 SK-51 9g 一 部 久

SK- 3 22 g 完 加 E SK-30 9g 一 部 欠 SK-51 10 g 一 部 欠

SK- 3 1l  g やや小型 SK-31 13.8g 7E SK-54 15 g 死

SK- 3 16 g 半分欠失 SK-32 15 g 7E SK-55 22 g 7E

SK- 4 39 g 7E SK-33 1l  g 一 部 久 SK-62 34 g 7E

SK- 4 19 g 死 SK-34 18 g /E SK-62 10 g 死

SK- 4 12 g 一 部 久 SK-35 1l  g 一 部 久 SK-62 9g 一 部 欠

SK- 4 13 g 死 SK-36 15 g 死 SD- 1 15 g 一 部 久

SK- 5 27 g 7E SK-38 20 g 死 SD- 1 35 g 死

SK- 5 19 g 死 SK-43 10 g 半   欠 SD- 1 20 g 7E
SK-10 35 g /E SK-43 21 g SD- 1 10 g 一 部 久

SK-12 33 g 死 SK-50 20 g 7E SD- 1 20 g 7E

SK-12 19 g 半分欠失 SK-50 15 g 一 部 久 SD- 1 1l g 7E

SK-16 19 g SK-51 20 g 7E 貝塚

SK-20 9g 死 SK-51 20 g 一 部 欠 5層 29 g 7E

SK-21 19 g 死 SK-51 14 g 一 部 久 5層 30 g 死

SK-22 30 g 死 SK-51 20 g 死 5層 1l g /E

SK-23 1l  g 一 部 欠 SK-51 12 g 半  久 5層 13 g 7E

SK-29 25 g /E SK-51 18 g 一 部 欠 5層 1l g 半  久

第 1表 土器片錘一覧
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第 6節 貝 類 遺 体

本貝塚の調査によつて得られた貝類は、土嚢袋で 1, 150袋 であった。これを水洗い、選別、
数量確認、貝種の同定作業をすすめた。

現場では 5 11ullメ ッシュの舗で選別し、下に落ちた上をさらに 2 11Bllメ ッシュの備によつて選別し

た。層位は上から堆積順に番号を付けた。また、特別な場合は大きな番号を付 した。

貝類の同定には、標準原色図鑑全集 3貝 を用いた。その他、麻生町於下貝塚発掘報告書、上高

津貝塚A地点発掘調査報告書、鳥浜貝塚 (福井県教育委員会)を参考にした。

本貝塚については、川崎純徳氏の茨城における貝塚調査の現状、県史研究 37がある。
玉造町若海貝塚は、梶無川東岸の支谷最奥地の谷頭部に大規模な貝殻の散布が 6ヶ所見られる。

貝塚の規模は大きく、遺跡の領域は広大である。時期的には中期阿玉台期から後期、晩期初等に

およんでいる。時間的には、相当長い期間生活の場として利用された台地である。

1 種名の同定
本貝塚の貝種については、筆者の知る限り特別な貝種の出土類はない。

今回の発掘調査によつて、出土した貝類を同定し次に示した。腹足類網 16種、堀足網 2種、斧
足網 20種で合計 30種である。 2枚貝は左右の殻頂、殻長、重さの計測を行い、それぞれの数
量を数えた。破損は個体として数を数え欠とした。巻員では殻軸の遺存しているものはすべて数

に数えた。 (図版 21)

若海貝塚出土貝類種名一覧

麗威  痴と  養頁           Class GASTROPODA

ニシキウズガイ科     Fanlly Frochidae

l.ダンベイキサゴ    UmbOnium(Suchiumj giganteum(Lesson,1831)
2.イ ボキサゴ     UndOnium(Suchiuln)Inonihferum(Lamarck)

リュウテン科       Family furdinidae

3. スガイ          Lunella cOrOnate coreensis(Rrecluz,1853)

カワニナ科       Family PleurOceridae

4.カ ワニナ       Senisulospira lidertina(GMELI照 )
ウミニナ科        Family potamididae

5. フ トヘナタリガイ   Cerithidae rhizOphorarum(A.Adans,1855)

6.ヘナタリガイ     Cerithideopsilla cingulata(GmeLin,1791)
7.カ フアイガイ     Cerithideopsina djadjariensis(Martin,1899)

8.イ ボウミニナ     Batinaria zonalis(Brugriere,1792)

9. ウミこ虫ナ         Batillaria multiformis(Lischke,1869)

10.ホ ゾウミニナ      Batillaris cuminingii

タカラガイ科       Family Cypraeidae

ll.ホ シキヌタ      Ponda(Mystapionda)vitellus(Linne,1758)
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タマガイ科        Family Naticidae
12.ツ メタガイ      Glosssaulax didyma(Rodig,1798)

アクキガイ科       Family Muricideae

13.アカニシ       Rapana venosa(Vaienciennes,1846)

14.イ ボニシ       Reishia clavigera(Kuster,1860)

オリイレヨフバイ科    Falllily Nassar� dae

15.ア ラムシロガイ    Reticunassaa festiva,Powys,1835)

堀 足 網      Class SCAPHOPODA
ツノガイ科        Family Dentaliidae

16.ヤカドンノガイ    Antans weinrauffi(Dunker,1877)

17. ンノラげイ          Antalis weinrauffi(Dunker,1877)

歩争  痴と  湘目            Class PELECYPODA

フネガイ科       Family Arcidae
18. アカガコt              scapharca buoughtonii (Sshrenck,1867)

19.サァレボウガイ     scapharca subcrenata(Lischke,1869)

20。  ハコ,テげ/F              Tegillarca granosa (Linnaeus,1758)

イガイ科         Fanily Mytilidae
21.イ ガイ          Mytilus cOruscus(Gould,1861)

イタヤガイ科      Family Pectinidae
22. イタヤガイ       Recten(Notovola)aldicans(Schroter,1802)

ナミマガシフガイ科    Falllily Anomiidae

23.ナ ミマガシフガイ   Anomia chinensis(Phi Lppi,1849)

イタボガキ科       Family Ostreidae

24.マガキ        CrassOstrea gigas(Thznberg,1793)

イシガイ科        Fmily UniOnidae
25。 イシガイ      UniO douglasiae(Griffith&Pidgeno,1834)

シジミ科                 Family Cordiculidae

26. ヤマ トシジミ          Cordicula japonica (Prime,1864)

マルスダレガイ科     Falnily Veneridae

27. ハ▼Tグ リ              Meretrix lusoria (Roding,1798)

28.カ ガミガイ      Desinordis(Phacosoma)japonicus(Reece,1850)

29. オキシジミ            Cyclina sinensis (Gmelin,1791)

30. アサリ                Ruditapes philippinarum (Adams & Reeve,1850)

バカガイ科        Family Mactridae
31. バカガイ         Mactra chinensis(Pcilippi,1904)

32.シオフキガイ     Mactea veneriformi(Reece,1854)
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33.ミルクイガイ     Tresus keenae(Kurouda&Hade,1952)

アシガイ科       Family Psa■ lmobiidae

34.ムラサキガイ     Hiatula diphos(Linnaeus,1771)

ニッヨウガイ科     Family Telhnidae
35. ヒメシラトリガイ   Macoma incongrrna(V.Martens,1865)

マテガイ科       Family SOlenidae
36.マテガイ       SOlen strcus(Gould,1861)

オオノガイ科      Fa■ lily Myidae
37.オオノガイ      Mya(Arenomya)renaria oonogai(Makiyama,1935)

本貝塚の出土貝類をその生態的特徴から検討すると、大部分が内湾性であるが、一部外洋性と淡

水性のものを含んでいる。それぞれの群衆に属する貝類とその生息環境を地理的位置で考えると、

次表のようになる。貝塚出土貝類は、主として内湾中央部の砂底に生息する内湾砂底群衆と内湾

の湾奥部の砂泥質の干潟に生息する干潟群衆に分類できる。そして、ハマグヅが全体の4割を占

め、小型である。当時の若海地域の生活環境の様相が推定されよう。

水域 沿 岸 水 内 湾 水 淡 水

位置 湾 の 外 側 湾 日 部 湾 中 央 部 湾 奥 部 河  日 湖沼 。河)||

低質 岩  礁 砂 滉 質 砂  質 岩  礁 秒   質 ンル トヽ 砂質 砂 泥 質 砂 滉 質 秒 泥 質

外洋岩穣桂群生

ス)やイ

イ|ドウ

イカ
や
イ

沿岸砂滉群生

)ブがイ

ヤ″卜・ソ′力
゛
イ

イタヤ)°イ

ムラ,キカ
｀
イ

治岸砂泥勝集

夕
゛
ンヘ・イキサコ・

バ

'力

・イ

内湾岩礁佳群生

か
・・イ

Th'ニン

ナミマカ
や
ンフ″
゛
イ

内湾砂底群集

イホ
ヾ
IJゴ

ソメタデイ

ナルホ
｀
)が イ

/hV夕
｀
)

力がミ)゛ イ

ア,)

ンオアキ)ヾ イ

ミ″タイカ
｀
イ

ヒメンラト,力・イ

マテ
'゛

イ

オオメカ・イ

内湾滉底群生

アカニン

アカカ
や
イ

千潟群集

ヘナタ,力
や
イ

カワアイ″
や
イ

イホ
゛

'ミ

ナ

ウミニナ

ホノタミニナ

アラムンロ

マ

"｀

キ

潜ンデミ

アナ,

千溺壊群集

フトヘナト)力
°
イ

拒トラ→′
ド
ミ

決本旗群生

カワニケ

イン)ヾイ

第 2表 員の生育環境

- 76 -



貝 類  (第 3、 4表 )
本貝塚では各層を通じ卓越するものはハマグリで全貝類の70%を 占める。以下各貝種の概要
を述べる。貝層の堆積状態では時間的経過は短いと考えられる。

二枚貝

ハマグジを代表とする三枚貝はシオフキ、サルボウ、アカガイ、カカミガイ、バカガイ、オキ

シジミ、アサリはかなりの出土を見た。特に層によつてサルボウがかなりのウエートを占める層

も存在した。又オキシジミの卓越する層も見られる。オオノガイも僅かずつ検出されている。ヤ

マトシジミはかなり多量に出上している。マガキは小型であるが各層からまんべんなく見られた。

大型のものも4点程検出され搬入品か ?。

各貝種共小型で特にハマグリは相対的に 2～ 8蛋
ラが圧倒的である。

巻 貝
巻貝ではアカニシが圧倒的であるが、小型で数量的にも少ない。各層から不変的に見られた。

その他イボウミニナ、アラムシロがやや多く出上し特にウミユナ、ホゾウミニナ、ウミニナ科は

かなり多量である。ダンベイキサゴ、イボニシ、カフニナ、ホシキヌタ等は少なく1割以下の量

である。食生活の関係では無くこれら干潟群集に属するものは、可食部分の関係から価値的に採

集しなかった可能J性もある。

その他カワニナは小量ながら大型のものが多く各層からまんべんなく出上している。マシジミ

は皆無に近い。

小 結
本貝塚の貝類は内湾の砂質性の砂底群生するハマグリが当時の生活環境の中で特に採集可能で

利用価値の高いものであった事が裏づけられよう。又当時の自然環境がハマグリの生育に適して

いた事がうかがえる。裏がえせばその他の貝は時期によリサルボウ、オキシジミのように一部の

層で高率の出現を見ることが出来る。

これらは梶無川の水位の変化により淡水化の率が変化している事が窺われ環境に応じて適時に

自然を利用した生活が読み取れる。そして可食性の悪いウミユナ、カワニナ、アラムシロ等は採

集は控え目と思われる。又カキ類の出現率も同様と理解される.

ハマグリの出現率は物流の観点からも吟味検討の余地がありほぼ同一時期に形成された本貝塚

形成過程も更に検討分析が必要であるが時間と予算面で現調査報告に終わったことは調査者とし

て残念である。

2 牙、貝製品
本貝塚からは貝、牙、骨製品が出上した。特に貝刃が多量で各層から相当数検出された。

貝刃は 2層から20点、 3層から23点、4層から45点、 5層から43点、 6層から32点、
7層から10点、8層では 3点の検出でハマグリの出現率とは直接相関関係は見られなかつた。
左右から見るとほぼ同数でさほどの差は無い。重量的には 10～ 21rラでさも多いものは 15.
6rラのものが圧倒的であった。

刃部の加工は主に貝殻の内側、内面からの押圧によつて行なわれる剥離面は表面側の腹縁が多

数を占める。刃部は腹縁前面にわたる前背縁、後背縁に偏るものも見られ割合は相半ばであつた。

素材は殻長が40～ 50mm前 後の個体が多数であった。これらは使用時にもつと利用に適して
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いたと理解される。

その他スレ貝と称するものも見られたが本貝殻は、使用目的等不明な点が多くこれらの位置づ

け、分析は不可能であった。

3貝 輸 (第 28回 )

本貝塚では貝輪は 3点のみで一部久失したベンケイ貝の小型のものであつた。これは人骨の上

2層の貝層中から出上している。その他 7層から2点出上している。いずれも欠失品。

その他貝製品は少なく貝の殻頂部に穿孔しているものが見られるがこれは生存中の孔の可能性

が多く製品として利用したとは断定しかねるものが大多数であった。

アカニシの図版 21は貝輪としての未製品の可能性が強い。本例は総数 30個体程であつた。
4 石 器
本遺跡、貝塚では石器の出土は少ない。遺構でも破損した粗製、磨製の石器が 10点前後出土

しているがもつとも多いものは粗製の敲石が多数を占める。又摺石が石器のなかでは数量的に3

割前後を占めている。本遺跡の特徴であろう。その他分月同形の石器が 1点出上し、石錘で数量の

少なさには理解しがたい面がある。各々出土遺構の遺物の中に図示した。

石質は安山岩、砂岩、緑関紋岩、緑泥片岩等が見られいずれも川原石を加工し使用している。

又雲母片岩が貝塚の中から3点出土している。いずれも脆く原型は把握出来ない。石器の非常に

少ない遺跡、貝塚である。その他黒曜石の細片が 2片出土している。

特に注目すべき石器は無い。石族は貝塚から5点 しているに過ぎない。

5 微小貝類  (第 3表 )
本例は数量、貝種とも相対的に少ない。陸産,海産共 15種程検出された。いずれもlmm～
lcm前後のもので取り扱いにはピンセット等を用いた。貝種,数量を表にして数を示した。

番 号 貝  種  名 1層 2層 3層 4層 5層 6層 7層 8層 計

シフボウタラシ 1 5 2 3 5 8 2 1 27

2 ヒカリギセルガイ 2
ウ
Ｄ 5 5 9 10 30 5 69

3 ヒメギセルガイ 5 15 40 32 80 Ｅ
υ
Ｅ
ひ 13 8 348

4 オカチヨジガイ 3 2 7 3 2
Ｅ
υ と2 3 37

5 オオコハクガイ 2 1 3 6

6 ヒメコハクガイ 12 7 19

7 ヤマグルマガイ 1 2
ウ
Ｄ 2 8

8 ヒタチマイマイ 1 4 4 23 35 80 20 ，
ど
Ｅ
ひ

9 カノコガイ 1 2 8 19 42 12 74

10 とロクチカノコガイ 1 10 Ｅ
υ
区
υ 18 30 20 15 149

■
■ イシマキガイ 10 12 36 Ｏ

Ｏ
ｎ
考 15 81 35 18 205

12 ウラベッコウガイ 3 3

13 シマハマツボ 5
盗
∪ '2 3 12 5

つ
Ｄ
Ｏ
Ｄ

14 ムギガイ 5 4 20 10 20 1 60

第 3表 微小貝類一覧
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陸産貝類種名一覧

翔重痴と湘円  Class GASTROPODA

日4卿思目五淵岡  Subslass PPROSOBRANCHIA

中腹足目 Order Mesogastropoda

l.ヒ ダマキゴマガイ Palaina(Cylinとopaina)pusilla(IIARTENS,1877)

有肺E二網    Subclass PULMONATA

瑳蓋E艮 目    Order Basommatophora

l.スジケシガイ   Carychium nodulsiferull REINHARDT,1877

布1日良目    Order Stviollullatophora

l。 キセルガイモドキ    Mirus rjjnianus(KOBELT,1875)

2. ヒうけりとギセrル         Zaptychopsis buschi(KUSTER,1853)

3.ン ムガタモ ドキギセル  Pinguiphaettsa Platyauchen(IIARTENS,1877)

4. ヒメ武ド武r/1/              Vitriphaeadusa misrokeas (MOELLENDORFF,1882)

5。 オオタキコグセル    Euphaedya digonOptyx(BOETTGER,1878)

6。 オカチョウジガイ     Allopeas clavulinuIIl kyotoense(PILSBRY et HIRASE,1904)

7.ホソオカチョウジガイ  A1lopeas pyrgula(SCHIIACKER et BOETTGER,1891)
8.ヒ メコハクガイ     Hawaiia minuuscula(BINNEY,1840)

9. オオコハクガイ       ZonitOides yessoensis(REINHARDT,1877)

10。 ヒメベヨウガイ      Discosonuius sinapidium(REINIIARDT,1877)

11.ナ ミヒメベッコウ    Yamatochlamys vaga(PILSBRY et HIRASE,1904)

Satullla japodica (PFEIFFER,19847)

12。 ヒタチマイマイ     Euhadra brandtii(KOBELT,1875)

13.ヒ ダリマキマイマイ   Euhadra quaesita(DESHAYES,1840)

微小海産貝類種名一覧

Fanily Neritidae

カノコガイ           Clithon faba(SOWERBY,1936)

タモ トガイ科      Family Pyrenidae

ムキガイ          Mitrella bicincta(GOULD,1860)

- 79 -



層  位 層 層  位 2 層

種 名 左 右 個体総数 種 名 左 右 個体総数

腹

足

網

夕
Sン
ヘ
｀
イキサJ゛ （

υ

腹

足

網

夕
゛
ンベイキサコ
゛

18

イホ
゛
キサヨ゙ 15 イホ

゛
キサコヾ 29

カフニナ 20 カフエナ 26

フトヘナト)力
゛
イ 78 フトヘナトリカ

｀
イ 97

ヘナタ)力
゛
イ 38 ヘナタリカ

゛
イ 44

カフアイカ
゛
イ 105 カフアイカ

゛
イ 112

イホ
ヾ
ウミユナ 52 イホ

゛
ウミユナ 63

ウミユナ 282 ウミニナ 321

ホノウミユナ Ｅ
υ
ｎ
フ ホノウミニナ 217

ウミユナ科 785 ウミユナ科 749

ホシキヌタ ホシキヌタ

ツメタカ
゛
イ ツメタカ

゛
イ 2

アカニシ 44 アカニシ 120

アテムシ, アラムシIP 99

イホ
ヾ
ニシ 18 イホニ゙シ 15

インマキカ
゛
イ イシマキガイ

掘

足

網

マテカ
゛
イ 2 掘

足

網

マテカ
゛
イ 15

ツプがイ ツノカ
゛
イ

斧

足

網

アカカ
゛
イ

斧

足

網

アカカ
゛
イ

サルホ
｀
ウ 1165 1274 2,439 サルホ

ミ
ウ 7034 7384 14,418

オキンシ
゛
ミ 46 46 92 オキシン

｀
ミ 4647 4051 8,698

イタヤカ・イ イタヤカ
゛
イ

ナミマンフカ
゛
イ ナミマシリカ

゛
イ 719

マカ
゛
キ マカ

や
キ 1

ヤマトンシ
゛
ミ う

０
●
０
カ
４ 439 872 ヤマトシシ

゛
ミ 3,828 3,524 7,352

ハマク
S,

3556 3460 7,016 ハマタ
S)

15871 13290 29,161

カカ
゛
ミカ
｀
イ 20 28 48 カカ

゛
ミカ
゛
イ

アサリ 50 51 101 アサリ 299 447 746

バカカ
゛
イ 2 2 4 ハ

ヾ
カカ
゛
イ 64 61 125

シオフキカ
゛
イ シオフキカ

Sイ
902 928 1,830

ミルクイがイ ミルクイカ
゛
イ

ヒシメラトリカ
ヾ
イ 1 2 ●

じ ヒシメラトリカ
゛
イ 4 4

オオノカ
゛
イ 10 25 オオノがイ 19 22 41

ハイカ
Sイ

ハイカ
゛
イ

第 4表 員類遺体一覧  1、 2層
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層  位 3  層 層  位 4 層

種 名 左 右 個体総数 種 名 左 右 個体総数

腹

足

網

夕
ヾ
ンベイキサコ
゛

22

腹

足

網

夕
゛
ンヘ イキサヨ
こ

29

イホ
ヾ
キサゴ 85 イホ

゛
キサコ・ 55

カフニナ 84 カフエナ 63

フトヘナトリカ
゛
イ 40 フトヘナトリカ

゛
イ 120

ヘナタ)ガ イ 30 ヘナタ)力
゛
イ 50

カフアイカ
゛
イ 121 カフアイカ

ド
イ 86

イホ
゛
ウミユナ 956 イホ

゛
,ミユナ 110

'ミ

ユナ 72 ,ミニナ 374

ホノウミユナ 95 ホノウミニナ 141

ウミユナ不斗 1,887 ウミニナ科 2,262

ホンキヌタ 1 ホシキスタ

ツメタガイ 38 ツメタデイ 43

アカニシ 41 アカニシ

アラムシロ
Ｅ
υ
盗
υ アラムシコ 198

イホ
゛
ニシ 85 イホ～ニシ

Ｅ
υ
Ｅ
υ

インマキカ
゛
イ 36 イシマキカ

゛
イ 45

掘

足

網

マテカ
｀
イ 14 掘

足

網

マテカ
゛
イ 30

ツノカ
゛
イ 1 ツメカ

゛
イ 1

斧

足

網

アカカ
゛
イ

斧

足

網

アカカ
｀
イ

サルホ
｀
ウ 6921 7799 14,720 ナルホ

゛
ウ 7254 7182 14,436

オキシン
ヾ
ミ 6582 6151 12,733 オキシン

ヾ
ミ 5647 5865 11,512

イタヤカ
゛
イ イタヤカ

゛
イ

ナミマシリカ
゛
イ 141 ナミマシフカ

゛
イ 1,382

マキカ
｀
イ 2 マカ

゛
キ 2 2

ヤマトンシ
゛
ミ 4979 5223 10,202 ヤマトシシ

゛
ミ 4345 4874 9,219

ハマク
｀
リ 22795 23518 46,313 ハマク

゛
) 17640 17895 35,535

カカ
や
ミカ
゛
イ 253 254 507 カカ

゛
ミカ
｀
イ 124 101 225

アサ) アナリ 544 564 1,108

バ力がイ 34 38 72 バカカ
゛
イ

Ｃ
Ｄ 48 85

シオフキガイ 2737 2435 5,172 シオフキカ
｀
イ 2644 2464 5,408

ミルクイがイ ミルタイカ
｀
イ

ヒシメラトリがイ 14 とシメラトリガイ
り
０
●
Ｄ 25 58

オオブがイ 213 233 446 オオブカ
゛
イ 125 163 288

ハイカ
ミ
イ アヽイカ

｀
イ 1 1 2

第 5表 貝類遺体一覧 3、 4層
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層  位 5 層 層  位 6 層

種 名 左 右 個体総数 種 名 左 右 個体総数

腹

足

網

タ
ミ
ンベイキサコヾ 47

腹

足

網

夕
゛
ンベイキサゴ 86

イホ
｀
キサゴ 10 イホ

゛
キサヨ゙ Ｅ

υ
う
と

力,ニナ 29 カフニナ 114

フトヘナト,力
｀
イ 1,144 フトヘナト)力

゛
イ 199

ヘナタ)がイ 180 ヘナタ,力
｀
イ 120

カフアイカ
゛
イ 127 カフアイカ

゛
イ 138

イホ
゛
ウミニナ 183 イホ・

'ミ

ニナ 52

ウミユナ 1,086 ウミユナ 38

ホノタミニナ 144 ホノウミニナ 24

ウミニナ科 4,155

'ミ

ニナ科 2,456

ホシキスタ ホシキスタ
●
Ｄ

ツメタカ
Sイ

74 ツメタカ
゛
イ 59

アカニシ 140 アカニシ 121

アラムシII Ｅ
υ
４０
０ アラムシIP 402

イホ
゛
ニシ 75 イホ

゛
ニシ 240

イシマキカ
｀
イ インマキカ

゛
イ

とIIクチカノコカ
゛
イ 18 とIIクチカノコガイ

●
Ｄ

掘

足

網

マテガイ 68 掘

足

網

マテカ
ヾ
イ 50

ツノカ
｀
イ 1 ツノカ

゛
イ 4

斧

足

網

アカがイ 13588 12677 26,265

斧

足

網

アカカ
゛
イ

サルホ
゛
ウ サルホ

ド
ウ 15593 16120 31,713

オキシシ
゛

オ|シン
゛
ミ 12159 12467 24,626

イタヤカ
゛
イ イタヤカ・イ

ナミマシフカ・イ 263 ナミマシフカ
゛
イ 518

マカ
゛
キ 455 マがキ 815

ヤマトシン
｀
ミ 1912 1921 3,833 ヤマトンシ

ヾ
ミ 9665 10086 19,751

ハマク
゛
リ ハマク

゛
リ 37082 38206 75,288

カカ
゛
ミがイ 68 65 Ｏ

Ｄ
Ｏ
Ｄ カカ

゛
ミカ
｀
イ

アサ) 1806 1870 3,676 アサ) 3403 3426 6,829

バカカ
゛
イ 137 124 261 バカカ

゛
イ 460 417 877

ンオフキカ
゛
イ シオフキカ

゛
イ 8612 8298 16,905

ミルクイカ
゛
イ ミルクイカ

゛
イ

とンメラト)がイ 5 6 ヒンメラトリカ
｀
イ

０
０ 5 8

オオブカ
゛
イ 326 297 623 オオノカ

｀
イ 344 421 765

ハイカ・イ ハイカ
ヾ
イ

第 6表 貝類遺体一覧 5、 6層
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層  位 7 層 層  位 8 層

種 名 左 右 個体総数 種 名 左 右 個体総数

腹

足

網

夕
゛
ンベイキサユ゙ 41

腹

足

網

夕・ンヘ
゛
イキサヨ
゛

30

イホ
゛
キサゴ 5 イホ

゛
キサコ
｀

6

カワニナ 30 カフニナ 25

フトヘナトリカ
ド
イ 97 アクトナト)力

゛
イ 68

ヘナタリカ
゛
イ 85 ヘナタ)力

Sイ
62

カフアイがイ つ
Ｄ
食
υ カフアイカ

｀
イ 45

イホ～ウミニナ 30 イホ
゛
ウミユナ 32

タミニナ 1,255 ウミニナ 120

ホノウミユナ 125 ホノウミユナ 105

ウミユナ不斗 3,008 ウミニナ不半 1,200

ホンキヌタ 1 ホシキスタ 2

ツメタカ
゛
イ 48 ツメタカ・イ 39

アカニシ 95 アカニシ 101

アラムシIP 140 アラムンロ 105

イホ
゛
ニシ 107 イホニ゙シ 95

インマキカ
゛
イ 38 インマキカ

｀
イ 20

掘

足

網

マテカ
゛
イ 63 掘

足

網

マテカ
゛
イ 50

ツノカ
゛
イ 2 ツノガイ

斧

足

網

アカカ
Sイ

2 3
Ｅ
υ

斧

足

網

アカカ
｀
イ 2 3

サルホ
゛

'

5907 4276 10,183 サルホ・ウ 2274 2319 4,593

オキンシ
゛
ミ 3246 3159 6,405 オキンシ

゛
ミ 2118 2100 4,218

イタヤカ
゛
イ イタヤガイ

ナミマンフカ
｀
イ 置

υ
盗
υ ナミマシフカ

゛
イ

マカ
｀
キ 7 マカ

｀
キ

ヤマトンシ・ミ 2104 2128 4,232 ヤマトシシ
Sミ

1396 1410 2,806

ハマク
゛
リ 24662 24688 49,350 ハマク

ヾ
リ 18659 19174 37,833

カカ
゛
ミカ
や
イ 74 75 149 カカ

゛
ミがイ 14 9 ●

Ｄ
Ｏ
わ

アサ) 1186 1205 2,391 アサ) 2431 2485 4,916

バ力がイ 175 157 332 ハSカカ
゛
イ 69 75 144

ンオフキカ
゛
イ 2741 2677 5,418 シオフキがイ 1809 1773 3,582

ミルタイがイ ミルクイカ
゛
イ

とシメラトリカ
゛
イ

●
Ｄ 5 8 ヒシメラト

'が

イ 5 8 13

ナミシマカ
゛
イモト
゛
キ ナミンマカ

゛
イモト
゛
キ

オオノカ
゛
イ 121 69 190 オオノカ

゛
イ 115 70 Ｅ

υ
資
υ

ハイガイ ハイガイ

第 7表 貝類遺体一覧 7、 8層
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ハマグリ4層

サルボウ5層

681012160

陶
一

嗣
割
削
剛

辺
題

享

μ

享

ｍ
田
剛
甥

も

創

剛

期

０，０００
９，００。
２，０００
硼
６００
５００
４。０
３００
２００
１００
５０
卸

趨
□

右

　

左

硼

賂

期

急

餌

§

餌郎

獣

餌

郎

懸

００

００

００

００

００

００

００

２０
　
１５
　
‐０
　
５
　
婦

園
駐
即

砂
師
即

団
卿

獣

剛

郎

よ

期

餌

幽

瓢

瓢

駄

瓢

瓢

４，０００
３，０００
２，０。０
側
７００
６００
３００
２５。
２００
１６０
‐００
５０
Ｍ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
団
雛
離
帥
側

‐２‐
　
　
日
Ｈ
Ｕ
嗣
剛
酢
肌
観
醐

ノ
始

魅

Ⅷ

蠅

６８‐。
ｉ
測
躙

劇

醐

瑚

醐

躙

拙

躙

翻

甥

サルボウ

胡
削
酬
剛
∪

ルボウ3層サ
　
ロ訓
酬帥
蝋

目
出
剛
即

ハマグリ2層

ハマグリ5層

釉
800

700

600

500

400

300

200

100

ハマグリ3層

81012,416182022251g)

ハマグリ6層 り7層イデl

一ミ
鵡
報
碑

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
δ
　
　
　
　
　
　

４́
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

卸�即

カケ1020406080101214161820222425勉 6

681012141618200 数/g欠 1 24 68101014161820③

ハマグリ、サルボウ各層出土グラフ

サルボウ2層

日
路
日
Ｈ
隠
闘

日

湖

印
酬
剛

，‐，７０。側
‐，４００‐‐２０。‐，０００８００
７００
６００
５００
４００
３００
２００
１００
蜘

民
高
養
嗣
団
ｍ
田
醐
削
削
即

″
釧″

枷
24684012161g)

働0
″釧
2468101216①

1,890

1,300

1,200

1,100

1,000

900

500

400

300

200

100

数/g欠 1 24

第 8表

層ウ隊

　

艶

サ

　

　

嗚
鰤

剛

幽

剛

母

副

３

胡
田
削
理
脚
出
側

・
ｏｏ

ｍ

，
ｏｏ

，
ｏｏ

ω

９０

８０

５０

４０

３０

２０

１０

10 12 1416 18 20 22 25Kgl

８０

７５

Ю

５０

４５

４０

２０

１５

‐０

５

―
‐，７０
　
‐，２０
‐，１０
‐，００
８０
７０
６０
５０
４０
３０
２０
１０
餞

サルボウ7層サルボウ6層

数/g欠
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シオフキ 2層 シオフキ 3層 シオフキ4層

1.800

1,750

300

250

200

150

100

50

0
2 4 6 8 101gl 1 2 4 6 8 101g」 1246810(0

オキシジミ2層 オキシジミ 2層
2,700

2,600

2500

挽 1 2 4 6 8 1012161glそ 流1

15

7

6

5

4

3

2

1

(数)o

鍋 11 2 4 6 8 1012 151gl
1 2 4 6 8 1012

シオフキ 7層

5300

1000

オキシジミ 6層

800

700

600

500

400

300

200

100

(鋤 0″
その他
124681012③ 68101214e)

７０

６０

２０

１０

００

９０

８０

７０

５０

４０

２０

１０

、げ
闇

国

迎

皿
醐

騨

釧

246810121g)

３，４００３，３００３，２００３００
７００
６００
５００
４００
３００
柳偏
嚇
的

８０
　
　
　

用
開
剛
剛
則

４。６

５，３００

６．。００

２，０００

１，５００

‐，０００

５００

帥(鋤

抑　　　媚
ミ一ンンヽキオ

即
胡

瑯

劉
ウスハマグリ6層ウスハマグリ5層

翻

欠 「″
翻

層２リグマハスウ

剛
剛

峰

マトシジミ4層

隠盾
３
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・６

ウスハマグリ4

g欠 124681015

アカニシ7層下

15

6

5

4

3

2

1

(数)o

9

8

7

6

5

4

3

2

4

(数)0

1.600

1,500

800

700

600

500

300

200

100

(数)0

270

60

40

30

20

15

10

5

(数 )0
6 8 10tgl 2 4 6 8 10 15

アカニシ 6層シ 5層

瞬
隠
瞬
馬
僻

た
∽

9

8

7

6

5

4

3

つ

1

(数)0

ヽヽ
ヽ
ドンンヽ

トマヤ

　

　

　

　

　

　

　

貼

層

　

　

　

　

酌
剛
団
剛

５
　
日
悧
劇
潮
削
捌
田
剛
ｍ
制
則

貼
　
　
　
　
　
　
　
嗣
削
理

③
　
　
　
　
田
Ｕ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一田
剛
則

闘

‐，５０
‐，４０
‐，３〇
四
‐，１０
‐，００
５０
４。
２０
１０
団
　
　
代
ヽ

層

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ジ

マトシジミ2層
2,000
ヤマ トシジミ 3層

1,900

1,000

900

600

500

400

300

200

100

ぞ焼蹄0205123僧 )働 0'     ~挽 0205 1 2 3 41gJ

第 9表 シオフキ、オキシジミ、

客猛
251020406080硼 悧制① 25 ЮttЮ∞∞制

γ器晒爵
マトシジミ5

職醐
600

500

400

300

200

100

(数)0

挽
02051234①  ~挽 020512340

ウスハマグジ、アカニシ、ヤマ トシ

ー 85 -

カケ 2 510204060801ω l鰤 1働僧)
その他

３‐２０

３‐‐０

３‐００

６０
５０
４０
３０
２０
１０
働

①
　
　
フ

坤　　ル

‐
　
　
土
仲　　御

g欠 1246810

オキシジミ4層

割
700

600

500

400

300

200

100

(数)0

ウスハマグリ2層

カケ 251020406t1801ω  l鰤 削僧)
その他

アカニシ4層アカニシ 3層

25112040∞ 801ω lpim2働



6魚 類

本貝塚からは相当数の魚骨が検出された。しかし魚類数はかならずしも多くは無い。これは調

査,整理のミスがあったのかは不明である。貝層の中に存在しなかったのかは定かではない。こ
こでは確認された魚の一覧を各層毎に表にした。

魚類遺存体種名一覧

軟骨魚網 Chondridhthyes

l.エイロ種不明

軟骨魚網 Osteichthyes  新骨類

1.ニ シン科種不明

2.ウ ナギ

3.マアナゴ

4.ダン科種不明
5.サ ヨヅ属
6.ボラ科種不明
7.サバ属
8.マアジ

9.ア ジ亜科種不明
10.ス ズキ属

■.ク ロダイ属

12.マダイ

13.タ イ科種不明

14.フエフキダイ科種不明

15。 ハゼ科種不明

16。 モンガラカフハギ亜目種不明

17。 フグ科種不明

18。 フサカサゴ科種不明

19,メ ダル

20. コチ

21. ヒラメ

22.マ ヨガレイ

23.イ シガレイ

24.カ レイ科種不明

25.マイフシ

26. コノシロ

27.ト ラフグ

28.サ メ類 (サメ)

Raj主主foymes famo indet.

Teleotei

Ciuoeldae gen.sp.lndet.

Anguilla japonica

Canger myrlaster

Belonidae gent et sp.indet.

Hemiramphus sp.

Mugilidae gen. et sp.indet,

Sconder sp.

Trachurus Japonlcus

Caranginae gent et sp.indet.

Lateolabrax sp.

Acanthopagrus sp.

Pagrus major

Sparldae gen. et sp.lndet.

Lethrinidae gen. et sp. ュndet.

Gobiidae gen et sp.indet.

BalistOidei fan. indet.

Tetradonitidae gen. et sp. indet.

Scorpaenldae gen. et sp.ュ ndet.

Sebastes inermls

Platycephalus indicus

Paralichthys olivaceus

Limanda yakohamae

Kareius bicoloratus

PleurOnectidae gent et sp. indet.

Sardinops melanostictus

Konoslrus punstatus

Takifugu rubripes

Selachigen et sp. indent
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層 名 1 層 層 名 2 層

種 族 種 一 覧 個数片 備   考 種 族 種 一 覧 個数片 備  考

魚  類

タ イ 8 背 棘  骨

魚 類

タ イ 242 背棘骨・椎骨

クロダイ属 2 上  顎 骨 クロダイ属 6 左歯骨・左右上腕骨

エ イ ロ 椎 骨 フ グ 3 歯 板

ヒ ラ メ 方 骨 ス ズ キ 属 41 権骨・上願骨t歯骨

エ イ ロ 34 維骨・尾疎・歯骨

サ メ 類 1 椎骨

ウ ナ ギ 181 椎骨

その他魚骨 2,756 (細片 )

獣 骨

シ カ 5 左肩甲骨・右距骨

獣 骨

イ ノ シ シ 1 左肩甲骨

細 片 (大 ) シ カ 10

(中 ) 糸田片 (大 ) 4

(/Jヽ ) 130 (中 ) 54

(/Jヽ ) 130

鳥 類

ガンカモ類

鳥 類

ガンカモ類 6 上腕骨 。手骨

細 片 (/jヽ ) 6 糸田 片 (大 ) 1

(中 ) 2

(/Jヽ ) 10

爬虫類

爬虫類 ヘ ビ 8

歯 類

タ イ 12

歯 類

イノシシ イ ノ シ シ 6

シ カ 2

タ ヌ キ 5

人 間 の 歯 3

そ の 他 80 小動物

その他

骨・

未製品

魚 骨 1 針 その他

骨 。

未製品

獣 骨 カ ケ

第 10表 魚 骨 一 覧
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層 名 3 層 層 名 4 層

種 族 種 一 覧 個数片 備   考 種 族 種 一 覧 個数片 備  考

魚 類

タ イ 153 背棘骨 。椎骨

魚 類

タ イ 65 背棘骨・椎骨

クロダイ属
つ
Ｄ 歯骨・左前・上願骨 クロダイ属 21 左前上頚t歯 1関節1上顎骨

コ チ 1 歯 骨 コ チ
つ
Ｄ 歯 骨

ス ズ キ 属 72 左・右前上頭骨・椎骨 ス ズ キ 属 18 椎骨・上顎骨

エ イ ロ 74 歯板・椎骨 エ イ ロ 35 椎骨・ 尾棘

フ グ 10 歯 板 ア ナ ゴ 属 1 上 顎 骨
サ メ 10 椎 骨 ウ ナ ギ 314 椎骨 。上顎骨

魚 骨 1,519 サ  ヨ  リ 3 腹 椎

ウ ナ ギ 1,354 椎 骨 ア ジ 科 6 腹 椎

トラ フ グ 1 椎 骨 マ ダ イ 3 右上顎骨=主 協茎

サ ヨ ジ属 39 腹 椎 トラ フ グ 4 歯 板

コ ノ シ ロ 4 第一背椎骨 その他椎骨 188

マ イ ワ シ 2 第一背椎骨 魚 骨 713

そ の 他 572 椎 椎  骨

獣 骨

イ ノ シ シ 3

ウ ロ コ 1 アカネズミ属 2 左下願骨内側面

獣  骨

イ ノ シ シ 1 下 顎  骨 シ カ 17 左上腕骨`右 距骨

(中 ) 16 ネ ズ ミ カエル・ /Jヽ動物

(/Jヽ ) 1,137 その他 (大 ) 17

シ カ 9 (中 ) 125

鳥 類 ガンカモ類 つ
０ 肩脚骨・左骨1右中手骨 (/Jヽ ) 754

その他 (小 ) 92 鳥 類 ガンカモ類 2 上腕骨・右中手骨

甲殻類 カ 1 手 キ ジ 1 左  撓 骨

歯 類

イ ノ シ シ 22 その他 (中 ) 4

シ カ 3 左  尺  骨 (/Jヽ ) 66

タ ヌ キ 6 歯 類 イ ノ シ シ 6

イ ヌ 30 シ カ 4

タ イ 27 タ ヌ キ 3

そ の 他 78 ウ サ ギ 1

爬虫類 ヘ ビ 21 タ イ 6

その他

骨

未製品

針 4 テン・ネス
゛
ミ 22

つ り針 ? 4

その他

骨

未製品

そ の 他 4 小  動  物
貝 製 品 針 3

シ カ そ の 他 2

その他・未製品 5 ビ 8

か ざ り 1

第 11表 魚 骨 一 覧
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層 名 5  層 層 名 6  層

種 族 種 一 覧 個数片 備  考 種 族 種 一 覧 個数片 備  考

魚 類

タ イ 6 背棘骨・椎骨

魚 類

タ イ 164 背棘骨・維骨・歯骨

クロダイ属 3 右前・左前上腕骨、左歯骨 クロダイ属 13 左前上願t左 歯骨

サ メ 類 2 椎 骨 トラ フ グ 1 左 歯 骨
ス ズ キ 属 26 椎骨・右歯骨 ズ ズ キ 属 3 右t左 前上顎骨

サ  ヨ  ン つ
Ｄ 腹 椎 エ イ ロ 3 歯 板

魚 骨 23 (細  片 ) ヒ ラ メ 6 方 骨

ウ ナ ギ 50 椎 骨

コ ノ シ ロ 6 第一脊椎骨

そ の 他 508

獣 骨

イ ノ シ シ 3 右距骨・顎骨

獣 骨

ア シ カ 1

(細片 )

その他 (大 ) 2 その他 (大 ) 1

(中 ) 26 (中 ) 10

(/Jヽ ) 1,607 (/Jヽ ) 456

シ カ 17 角 シ カ 23 右  撓  骨

鳥 類

哺乳類

ガンカモ類 2

鳥 類そ の 他 24 その他 (小 ) 95

人 問 5 中 骨 足

歯 類

イ ノ シ シ 14

歯 類

イ ノ シ シ

シ カ 2 タ ヌ キ 4

そ の 他 小 動 物 ネス
゛
ミ。テン 12

そ の 他 20

その他

骨・

未製品

ヘ ラ ? その他

骨 。

未製品

ビ 1

か ざ り ? 2 針 4

針 そ の 他 4

第 12表 魚 骨 一 覧
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層 位 7  層 層 位 8 層

種 族 種 一 覧 個数片 備   考 種 族 種 一 覧 個数片 備  考

魚 類

タ イ 4 背棘骨 。椎骨

魚 類

タ イ 29 背棘骨 。椎骨

クロダイ属 2 上 顎 骨 クロダイ科 6 上顎骨・左歯骨

サ メ 類 2 椎 骨 サ メ 類 2 椎 骨

ス ズ キ 属 l 権 骨 ス ズ キ 属
，
ｒ 椎 骨

マ ダ イ ユ 左 歯 骨 エ イ ロ 1 尾 棘

魚 骨 7 魚 骨 16 椎 骨

獣 骨

イ ノ シ シ 9 基節骨。その他

獣 骨

シ カ 4

その他 (中 ) 23 その他 (中 ) 2

(/1ヽ ) 115
(/Jヽ ) 51

シ カ 9

鳥 類

ガンカモ類 1 左 鳥 日 骨

哺乳類 ア シ  カ 2 その他 (大 ) 1

(中 ) 2

歯 類

イ ノ シ シ 3 (/Jヽ ) 29

タ ヌ キ

歯 類

イ ノ シ シ 10

魚 骨 タ ヌ  キ 2

そ の 他 Ｏ
Ｄ テン・ネス

ヾ
ミ 3

その他

骨 。

未製品

ヘ  ラ ? 1 そ の 他 8

首 か ざ り 1 その他

骨。 歯類

針 1

未 製 品 ? 5 か ざ り ? 1

第 13表 魚 骨 一 覧

土 坑 土 坑

番 号 種族 。一覧 個数片 備  考 歯 SK-33 獣 骨 1

SK- 4 獣 骨 1 歯

SK-34

獣骨・シカ

シ カ

獣 骨

3

1

3

角

糸田  ナ十

SK-13 獣 骨 5 細 片

SK-15

人 骨

イ ノ シ シ

そ の 他
タ ヌ キ
タ ヌ キ

2

3

4

1

2

顎 骨
歯

SK-65 獣骨・イノンシ l 歯

ピ ン ト

番  号 種族 。一覧 個数片 備  考
P- 8 獣 骨 2

SK-24 獣 骨 2 細  片 P-28 獣骨 。シカ 1 角

SK-24

SK-29

獣骨 。イノンシ

人 骨

1

1

下顎骨

頭蓋骨 1他 2

P-34 獣骨・イノシン 1 歯

第 14図 哺乳類骨一覧SK-32

獣骨 。シカ

獣骨 。シカ

獣骨・イブシン

1

2

1

顎 骨
歯

歯
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7 哺乳綱
本貝塚からはイノシシ、シカを始めとして 6種程同定された。魚類同様必ずしも多くは無く数

量的にも少ない。大半の遺物はフルイ資料で調査時取り上げたものは非常に少ない。

哺乳網 MALIIIALIA

l. ノクサギ Lepus brachyurus

TEMMINCH et SCHLEGEL

Nyctereutes procyonoldes GRAY

Vulpes unlpes(LINNAEUS)

Canis familiaris(LINNAEUS)

第48図 貝塚出土骨牙製品

耶
02層

5。 テン   Martes melampus(VAGNER)

6。 アナグマ MeleS meles(LINNAEUS)

7.イ ノシシ Sus scrOfa(LINNAEUS)

8.シカ   Cerus nippon(TEMMINICK)

2.

3.

4.

人

本貝

た。 3
科学博

れ

立

さ

国

出

下

検

以

。ヽ

聴
つた。翔

6層

【阿
Ｖ
諌

閉凋〔‐、旧削Ｗ６‐０

一

ひ

∩

艦
酬
Ｍ
Ｙ
⇔
媚

円
Ｙ
Ｏ
媚

調
―――
脚
‐
ｏ媚
層

口
閉
硼

歳

船剤Ｍ
媚

隔
即
‐ら
媚
　
　
・儡
脚
Ⅲ
Ч
碍

］
韓
胸
同
腑
悧
∨
熱

層廃く  0

マ叶∇

―

自

―

醤

4層

凸
解
‐〇
郷
骨

向日蝦媚　鞭
貝

同
地
媚
肺
―イーー
＝
媚

劇
Ｍ
Ｍ
媚

働
――ｌ
ｙ

治
牌
Ｖ

層

ｍ
ｌｌｌ
ｖ

ｌ
る

肺
脚
Ψ
ｏ
躯

一
凩
硼
陣
υ
‐徳

Ｍ
Ⅷ
ｕ

ｍ潮
〕
▼
ｏ
縄

働

Ｈ

Ｉ ＩＩ

日

日

Ｍ

Ｙ

Ｇ

媚

喩
碍
□

Ｔ
Ｏ
彊

Ｍ
Ｍ
Ｗ

鴫
　
　
剤
棚
即
―――
硼

鬱
―⑬鐙
4層

第49図

塾
|ら 7層

Cll

耐欝浴‐（ω鍵
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第 7節 人 骨

国立科学博物館人類研究部

梶ヶ山 真里・馬場 悠男
1.は じめ に
若海貝塚は茨城県行方郡玉造町若海にあり、平成 10年 9月 に玉造町教育委員会によって発掘

調査された。保存状態が良いほぼ完全な人骨が 1体分、そして頭蓋と大腿骨が部分的にしか残っ

ていない人骨、歯と骨粉がわずかに保存されているものの計4体が検出された。ほぼ完全な人骨

の時代は、縄文中期と考えられている (1号 )。 他の人骨の時代は、出土状況や保存状態から縄

文時代とは考え難い。

2.出 土人骨
1号人骨

A.保 存状態

うつ伏せで、両膝を折 り曲げた状態 (伏臥半屈葬)で検出されている。保存状態は極めて良好

で、頭蓋 。体幹体肢骨とともに大部分の骨が残っている。

B.性 。年齢

下顎歯の咬耗はブロカのⅢ ,Loveioyで はEに相当する。

脳頭蓋主縫合癒着度は、外板で 1～ 2度である。しかし、恥骨結合面は平坦で、耳状面は辺縁部

分に骨棘が形成されている。四肢骨関節面や椎骨の経年性の骨増殖や変形が著しい。以上の特徴

を総合すると、年齢は壮年後半から熟年に達していると考えられる。頭蓋全体は大きく、前頭結

節は目立たない。眉問付近が強く隆起し、乳様突起も大きい。また、下顎骨は顔丈であるなど、

頭蓋の多くの部分において男性的な特徴が認められる。また、四肢長骨体が長く、縄文時代とし

ては極めて長身であった。四肢長骨体は大く、筋付着部もよく発達している。さらに、大坐骨切

痕の湾入は鋭角である。つまり、四肢骨も男性的特徴を充分に示している。したがって、この個

体は壮年後半から熟年の男性と判定される。

c.頭 蓋

脳頭蓋の 3主径 (最大長、最大幅、バジオン・ブレグマ高)は、三貫地貝塚出土男性人骨平均

値と、ほぼ同様の値を示している (表 1)。

上面観 :輪郭は卵形。最小前頭幅はやや狭い。前頭結節の突出はなく、頭頂結節が中程度に突

出している。頭蓋長幅示数は 78.1で 、中頭型である。縫合の走向はやや複雑で、ラムダ縫合
には左右とも複数の縫合骨がある。

後面観 :輪郭は中央部の高い家型。横後頭縫合が 2 cmほ ど左右にそれぞれ残存している。外後

頭隆起は不明瞭で、上項線の発達も弱い。

側面観 :眉 間は前方に突出し、明瞭な眉間上宙を形成する。前頭鱗はかなり後傾する。頭頂骨

は頭頂結節付近で強く湾曲するが、後頭骨は滑らかに湾由している。頭蓋長高示数は 75.1で 、

高頭型である。側頭線は、前頭骨では直線的で明瞭に認められるが、頭頂骨においては不明瞭で
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ある。鱗状縫合の走向は低い。乳突上稜は、幅広く、明瞭に隆起している。乳突上溝も明瞭であ

る。乳様突起は良く発達し、基底部も大きく、強壮な男性の状態を示している。外耳孔は大き

く、精円形を呈している。

底面観 :下顎禽は広く浅い。鼓室骨開裂はない。後頭顆は左が部分的に破損しているが、三分

化傾向はない。舌下神経管は左右とも単管である。大後頭孔は円形。蝶形骨は大きいが、翼棘橋

傾向はない。

顔面 :低 く幅広いという縄文時代人の特徴を強調した顔面である (表 1)。 ウィルヒョウ顔示

数は 106.3で 過低顔である。眉間の隆起は極めて強く典型的縄文時代人の状態である。眉弓

および限禽上三角は発達しているが、眉弓から眼禽上三角へ連続する肥厚部を形成するほどでは

ない。眼宙上縁は直線的である。前頭平面との間には、まるで頭に紐を巻いて圧迫されたよう

な、浅い溝が形成されている。これは、南坪 1号人と同様の傾向である。前頭縫合の痕跡はな

い。眼禽日は高さが低く、細長い長方形を呈し、眼禽示数 71.4は低眼禽である。鼻骨は広く、

「つまんだ鼻」ではない。前頭鼻骨縫合は陥没し、鼻背への隆起は強い。梨状日はやや狭く、高

い。鼻示数 51は広鼻型であるが、縄文時代としては狭い。梨状日下縁および上顎骨正中部分や

その周辺には、細かい小孔が認められる。そのため、梨状日下縁は不明瞭で、なだらかに上顎骨

鼻歯槽斜台へと連続し、境界が不明瞭である。前鼻棘は極めて低い。類骨は頑丈である。左右と

も後裂はない。咬筋の起始部は深くえぐられており、頬上顎結節は下方よりむしろ外側方向に突

出する。頬骨下稜は陥入せず、上顎体外側面で第 1大臼歯歯槽縁へ続く隆起を形成している。現

代人によく見られる犬歯宙はない。歯槽性突顎の傾向は弱い。咬合は鉗子状で、残っている歯に

関しては、歯列の乱れはない。日蓋隆起や上顎隆起はない。

下顎骨は、大きさは普通であるが頑丈である。特に、下顎関節突起幅が極めて広い。歯槽部の

退縮は認められない。下顎体と歯列弓は、どちらとも半楕円形であり、幅の差がほとんどない。

下顎歯槽縁と下顎底はほぼ平行で、側面観の下顎体全体は長方形に近い。角前切痕もない。オ ト

ガイ隆起は日立たないが、オ トガイ結節は良く発達している。オ トガイ下切痕も広い。顎二腹筋

禽は深く、良く発達している。オ トガイ孔は第 2小 臼歯の下に位置する。下顎角はあまり外反し

ないが、咬筋禽が明瞭に形成されている。内面においても内側翼突筋のレリーフが深い。右側に

下顎隆起がある。下顎枝は広く (最小枝幅 :右 86 11un、 左 34111111)頑 丈である。外面の枝外側隆起

や内面の三角隆起は良く発達している。筋突起も厚い。

歯 :歯の保存状態は悪く、歯冠の残っている歯は上顎では全くなく、下顎でもわずかに 9本で

ある。詳しくは以下の歯式の通りである。

絋 歯 ,、 歯槽が開鎖

Oは、歯が死後に抜け落ち、歯槽が解放

数字は、カリエスや摩耗などのため歯冠がなくなり、歯根しか残っていないもの

睦匡副は、歯頚部にカリエスがあるもの
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生前に抜け落ちた歯は、カリエスあるいは歯槽膿漏などによるものであり、抜歯などによる欠落

ではないと考えられる。歯冠の計測は下顎歯しかできないが、若海貝塚 1号人骨の歯は里浜貝塚

男性平均および現代人男性と比較しても大きい。歯冠の残っている下顎歯の咬耗は、象牙質が大

きく露出し、ブロカのⅣに相当する。歯冠が残っている歯のほとんどにカリエスが認められる。

D.体 幹・体肢骨

椎骨 :椎骨は、部分的に破損している箇所があるが、大部分が残っている。腰椎の椎体辺縁に

は骨増殖があり、椎体は上下に圧迫され変形している。

肋骨 :肋骨は、左右とも破損している箇所があるが、比較的良く保存されている。全体として

厚く、筋のレリーフも強い。

鎖骨 :左右とも骨端が破損している。最大長は不明であるが、骨体は幅広く頑丈である。津雲

貝塚人より太く、南坪貝塚 1号人と近い。肋鎖靭帯圧痕、円錐靭帯、菱形靭帯線が良く発達して

いる。特に、三角筋付着部は、親指で強く押しつけたように深く窪んでいる。大胸筋起始部は独

立した平面となっている。

肩甲骨 :大きく、頑丈である。肩甲棘も太く、しっかりしている。関節禽の辺縁には骨棘の形

成が認められる。

上腕骨 :骨体の太さは津雲人に近く、南坪貝塚 1号人より細い。しかし、長さは比較資料のな

かで最も長い。骨体は中央部で外側方向に凸に屈曲している。大結節稜や小結節稜そして三角筋

粗面が発達している。滑車上孔はない。

撓骨 :他の縄文時代人と比べ、最大長が長い。骨体は扁平ではない (体横断示数 :82)。 携

骨粗面は良く発達している。

尺骨 :骨問縁が良く発達し、骨体が太く、長さも長い。尺骨粗面、回外筋稜は良く発達してい

る。滑車切痕は大きい。

手骨 :骨端が破損しているものが多いが、比較的良く残っている。特に異常は見当たらない。

寛骨 :寛骨は左右とも坐骨枝および恥骨結合部が破損している。全体として筋肉の付着部は良

く発達している。腸骨溝も深い。腸骨稜結節、自上禽は明瞭である。腸骨稜や寛骨臼縁は強く隆

起している。大坐骨切痕は鋭角で、深く湾入してお り、明らかに男性的特徴である。左右とも耳

状面や恥骨結合粗面はかなり平坦であり、腸骨面に経年性の骨増殖がある。

大腿骨 :保存状態は良好である。骨体は、南坪貝塚 1号人、津雲貝塚人、三貫地貝塚人あるい

は現代人と比べても、はるかに太く、長い。右大腿骨から推定される身長は、藤井法で 168事ン

である。骨体の前方への湾曲は普通である。大腿骨骨頭は大きく、骨頭宙は広く深い。小転子も

内側に突出し、転子間稜も明瞭である。骨体上部は扁平 (体上断面示数 :右 75)で ある。殿筋

粗面および恥骨筋線が明瞭である。骨体中央部の粗線は発達し、付柱を形成している。下関節下

端は大きく、顆間宙はかなり広い。右大腿骨の内外側顆関節面や膝蓋面周辺縁には著しい骨棘が

見られる。また、関節面の一部には、関節軟骨が摩耗し、睡骨関節面との間で、骨表面が直接す

れた痕が見られる。進行した関節炎であったと思われる。

膝蓋骨 :左右とも残っている。右膝蓋骨は、関節炎のために辺縁部に骨増殖がある。
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Л至骨 :保存は良好である。三貫地貝塚人や津雲貝塚人と比べ、極めて長く、骨体の扁平性が強

い (扁平示数 :右 65.1)。 右睡骨から推定される身長は、藤井法によると170.3妄
ンとなり、現代

人の平均身長を上回る。骨体断面は菱形である。前腫骨筋起始部か大きく凹んでいる。ヒラメ筋

線は明瞭でないが、骨体後面には明瞭な縦稜が認められる。右腫骨上関節面の辺縁には極端な骨

増殖が認められる。また、左睡骨骨体の遠位部 (遠位端から 5子
ン上)に は、生前に骨折し、治癒

した痕跡が認められる。骨折箇所は肥厚している。通常の骨体より太くなっている。骨表面はや

や多孔である。

":骨

:左右とも骨端部が破損している。骨体は大く扁平で、筋のレリーフが明瞭である。左朋F

骨には骨折の痕跡は認められない。

足骨 :左右とも足根骨 。中足骨 。指骨が比較的良く残っている。距骨や踵骨は全体として大き

い。それぞれの長母指屈筋腱溝は広い。関節面は平滑で炎症などの痕跡は認められない。習慣的

な障賜姿勢に関連すると言われる距骨滑車関節面延長は、内果面の前方延長は認められるが、滑

車面の外側部の延長はほとんど認められない。頸結節も発達していない。それに対応する睡骨の

下端前下禽のくばみも弱い。右母指末節骨関節には炎症が認められる。それ以外には炎症などの

所見は認められない。

2号人骨 (SK-73)

A.保 存招待

骨質は脆く、風化による傷みが激しい。残っているのは、脳頭蓋では頭頂骨と右側骨錐体およ

び歯、四肢骨では右大腿骨近位部 10セ ンチ程度である。

B.年 齢性別

右乳様突起の付根が華奢で、錐体が小さい。大腿骨の骨体も細く、全体的に華奢であるため、

性別は女性と思われる。歯の咬耗程度からブロカの I～ Ⅱに相当する。したがって、年齢は壮年

初期と思われる。

C.頭 蓋

頭蓋の三主縫合のうち、矢状縫合は開いている。その他の縫合の癒合状態は保存状態が悪くわ

からない。骨断面は薄く、もっとも薄いところでは 2 11ullほ どしかない。

歯の保存状態は以下の通 りである。

7654321 12345678

65432 2 4567

上顎切歯や上顎犬歯は強度のシャベル形である。上顎左第 3大臼歯に軽度のカリエスがある。歯

の咬耗は、大臼歯では象牙質が部分的に露出している。したがって、ブロカの I～ Ⅱに相当する。

右大腿骨は、骨体の近位部の骨体が 10セ ンチ程残っているが、骨頭は大きく破損している。

骨体は細く (上骨体矢状径 16/骨 誉横径 22)、 華奢である。骨表面の風化による傷みが激し

く、後面の粗線の隆起は不明である。

3号人骨 (SK-29)

骨片が数点残っているだけである。
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4号人骨 (SK-15)

歯が 3点 と下顎骨と思われる骨粉が残っている。歯の保存状態は次の通 りである。

76 31

咬耗は象牙質が露出しているので、ブロカの工程度に相当する。

この人骨の性別は不明であるが、年齢は壮年半ばと思われる。

3.考 察

若海貝塚から4体の人骨が出土した。しかし、2・ 3・ 4号人骨は縄文時代人ではないと思わ

れ、ここでは明らかに縄文時代人である 1号人骨についてのみ考察する。

縄文時代人の脳頭蓋は、一般に現代 日本人と比べ、全体的に大きいがその割に高さが低いこと

が知られている。若海貝塚 1号人骨の脳頭蓋についても同様で、比較資料の津雲貝塚人より高

く、三貫地貝塚人あるいは関東縄文集団に近い。顔面についても、縄文時代人は現代日本人と比

べ、やや突顎で、前からみると広く低いのが特徴である。全体的に骨質が厚く、部分的にも眼禽

上方の突出、頬骨の張 り出し、類骨下稜の隆起、下顎筋突起の厚みなどが著しい。若海貝塚 1号

人骨もその特徴を持ち、一般的な縄文時代人と大差はない。しかしね特に顔面が広く (類骨の張

り出しが強い)低 く (顔面が上下につぶれた状態 )、 したがって、眼禽日の形は横に細長い長方

形で、比較資料のどの集団より広低顔である。これらの顔面の特徴は南坪貝塚 2号人と良く似て

いるが、より立体的で、鼻高が高く鼻幅が狭い。

四肢骨は、大腿骨から推定される推定身長が藤井法によると 168セ ンチで、睡骨から推定さ
れる推定身長は 171セ ンチである。どちらにしても、縄文時代男性平均身長 159,1と 比べ

はるかに高い。縄文時代人は一般に、現代日本人と比べ、四肢の遠位分節が長い傾向にあるが、

若海貝塚 1号人骨でもその傾向は伺える。また、上肢骨に比べ、下肢骨の発達していることは、

他の縄文時代人同様で、縄文中後晩期人の特徴を備えているといえる。縄文時代人としてはめず

らしい高身長は、南坪貝塚人ではなく加曽利貝塚人と類似性を持っている。すなわち、顔面や体

格の特徴は、近隣に位置する貝塚出土人骨の特徴をそれぞれ具備しているといえよう。ちなみ

に、同時期ではあるが環境的に異なる山間部出土の北村遺跡人や、同じく山間部の妙音寺洞穴出

土人骨 (縄文早期)に見られるような、顔面の幅が小さい傾向とはかなり異なっている。

さらに、若海貝塚 1号人骨の生活様式を推測する上で特徴的なこととして、保存されている歯

(歯根のみ保存も含む)のほとんどがカリエス (虫歯)に侵されていることである。歯冠が残っ

ているほとんどの下顎歯にはカリエスがあり、下顎左第 2切歯には歯頸部が近遠心方向に穿孔さ

れたかのようなカリエスが認められ、歯冠と歯根がわずかな部分で接合しているにすぎない (写

真図版 5)。 それに隣接する下顎左犬歯、下頚左第 1小臼歯、下顎左第 2小臼歯の歯頸部にあた

かも穿孔途中のようなカリエスの痕跡がある。これらのことから、多くの歯が歯根しか残ってい

ない原因については、著しい咬耗によるものではなく、歯頸部のカリエスの拡大で歯冠が破断し

た可能性が高いと思われる。さらに、その破断面あるいはカリエスの浸食面の大部分では歯髄腔

に二次象牙質が形成されていることから、カリエスが極めてゆっくりと進行し、その結果歯髄腔

に二次象牙質が充填され細菌感染を起こさずに済んだのであろう。もちろん、細菌感染を起こし
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たこともあったようで、脱落したあるいは脱落しかかっている歯根が何本かあり、そこでは歯槽

骨の吸収や歯根の石灰化あるいは真珠化などによる慢性の化膿性病変の痕跡が認められる。一般

に、若海貝塚のような海岸部の縄文時代人は、山間部縄文時代人よリカリエスが多いことは知ら

れている。海岸部の縄文時代人は、山間部のそれより植物性の食料が少ないため、歯が磨かれる

ことが少ないことによリカリエスが多い可能性が考えられる。とはいえ、海岸部の縄文時代人で

もこれほど多くのカリエスが発生した例は、著者の知る限り報告されていない。また、縄文時代

には、革をなめしたりするような作業によって歯が斜めに異常に摩耗する例は良く知られている

が、本例では上顎の数本の歯根では斜めの咬耗が見られるが、歯冠が残っている歯はすべて平坦

な通常の咬耗をしているので、そのような可能性は少ないと思われる。

また、本例の右膝関節には極度の関節炎や骨折の治癒痕が認められ、生前は膝を曲げたり、降

賜姿勢はできなかったようで、距骨の滑車面外側部の前方延長や頸部結節がほとんど認められな

いことから推測できる。

さらに、注目すべきことは、この人骨は伏臥 (俯臥位)半屈葬で検出された点である。その埋

葬位が里浜貝塚成人男性 (9号 )や城ノ台南貝塚 (2号 )、 北海道の続縄文時代の例 (山 日、私

信)な どの全国的にみても数例しかないことを考慮すると、特異な埋葬であることは否めない。

林謙作氏は伏臥埋葬について、「他に比べ際だって劣位にたつ、あるいは何らかの基準に照らし

て欠けるところのあるものと考えられる。(中 略)普遍性をもった組織・区分原理に基づくもの

ではなく、偶発的な事件を反映していると考えたい。…… この埋葬態位は、遺体の属性を反映

している。」としている。

若海貝塚 1号人骨は、葬制が確立したと考えられる中期に、墓城ではなく貝塚から出土した。

伏臥位がもつ希有な姿勢は、集落全体での貝塚の位置、あるいはその性格、集落本来の墓城とこ

の貝塚との位置関係、そこに埋葬された被葬者の埋葬状態が明確ではないため、林氏の見解にみ

られる、伏臥半屈葬位から生前の属性を割 り出すにはいたらない。ともあれ、関東地方における

縄文期の葬制を考えるうえで『伏臥半屈葬位』は興味深い一例である。
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第 15表 若海貝塚 1号人骨頭蓋計測値と比較資料

46

47

48

47

48

47

48

48

51

52

52

54

55

54

65

66

68

70

69

71

71

バジオン・ブレグマ高

1 長高示数
8 幅高示数

顔長

上顔幅

類骨弓幅

中顔幅

45

顔高

上顔高

45

45

46

17

46

眼禽幅

眼禽高

51

鼻幅

最大長

頭蓋底長

最大幅

1 長幅示数

最小前幅

8

鼻高

55

下顎突起幅

下顎角幅

下顎長

枝高

オトガイ高

枝幅

70

183

105

143

78.1

90.5

63.2

137.5

75。 1

96.2

98

105

146

108

70.4

109,5

(64)

78.4

43.7

106.3

46.5

62.1

42

30

71,4

25.5

50

51

134.5

100

72.5

65

31.5

36(R)

55。 3

181

139

77

141

78

101

102

108

104

119

67

114

47.5

64

41

32

78

27

49

55

119

100

72

65

34

37

57

188

186

72

141

75

104

114)

112

106

110

64

104

45。 3

60

41

27

76.6

30

44

68

115

99

71

68

32

34

54

180.8

104.3

145。 8

81.0

100

68.2

139.8

76.1

96.7

103,7

108.6

138.0

102.6

76.2

67.5

48.2

48.2

66.0

41.8

33.4

54.0

26.9

49.8

78.5

183

103.8

142.6

77.7

97.7

68.1

138.5

75.4

94.6

111.5

111.5

137.4

108。 1

77.4

67.9

48.5

49.8

64.3

42.4

33.0

52.6

26.2

50。 2

79.0

184

104.0

143

77.7

97.7

68.0

140.5

76.7

98.3

100,7

110.6

141.4

105.0

74.6

65。 8

46.3

46.9

61.7

43.7

33.1

55.9

27.3

49,2

78.5

186.4

144.4

77,7

134.0

71.6

92.2

102.7

109.0

103.6

115.8

67.0

114

67.7

43.7

33.6

70.6

26.6

48.6

54.5

129,6

105。4

75.0

61.8

83.5

34

55。 1

178.9

140,3

78.5

138。 1

77.3

98.6

97.6

102.9

98.6

123.8

70.7

125.4

71.8

42.7

34.3

80,4

25.0

52.0

48.4

122.0

96。 9

62.6

86.1

38,1

53.1
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第 16表 若海貝塚出土人骨四肢骨計測値と比較資料

計 測 項 目
海若 坪

号

南

１

塚

号

貝

２
三貫地 津  雲 現  代

右 左

骨鎖

4

上腕骨

中央垂直径

中央矢状径

中央断面示数

最大長

中央最大径

中央最小径

中央横断示数

最大長

体横径

体矢状径

体断面示数

最大長

体矢状径

体横径

体横断示数

最大長

体中央矢状径

体中央横径

体中央断面示数

中央周

体上横径

体上矢状径

上体断面示数

最大長

中央最大径

中央横径

中央断面示数

中央中央最大径

中央最小径

中央断面示数

距骨長

距骨幅

中央高

長幅示数

長高示数

最大長

中幅

高

長幅示数

4

5

1

2

4

1

汚

１

５

６

５

携 骨 1

4

5

5:4

尺 骨 1

11

12

11:12

大腿骨  1
6

7

6:7
8

9

10

10:9

睡 骨 1

8

9

9:8

"F骨
2

3

3:2

距 骨 1

2

3

2:1

3:1

骨踵

2

5

313

26

18

69

244

16

13

82

262

14

19

73

461

33

27

120

95

38

25

75

386

33

21

65

2

6

5

2

3

５

　

１

148
12.5
14.5

86.2

310

23

17.5

76.0

16

13.5

84.3

(260)

13

19

68.4

454

35

28.5

122.8

98

33.2

26

78。 3

386

34

22.5

66.2

18.5

11.2

60.5

50

42

30

84

60

71

45

31

63.4

150
10
15

71

298

27

18

67

262

19

12

63

250

15

17

88

409

31

26

119

88

30

24

80

342

30

22

73

18

10

56

50

43

29

86

58

76

41

38

54

10
15

67

300

24

17

71

232

15

13

87

13

16

81

421

27

26

104

85

29

25

86

336

29

19

66

16

14

88

52

44

30

85

58

78

41

40

53

149.9
10.6
12.7

83.6

291.2

23.4

17.2

73.7

231.3

16.5

11.9

72.4

250.5

14.1

15.5

91.2

423.7

29.6

25,4

116。 7

30。 3

24.5

67.6

343

31.1

21.0

67.6

18.9

12.5

66.7

152.1
10。 1

13.2

76.6

292.0

23,9

17.5

72.7

235。 2

17.2

11.8

69.2

252.5

14.2

16.3

87.3

418。 2

29.8

25.5

114.6

86.8

30.5

24.2

79.5

349.5

32.0

19.6

61.5

17.7

12.1

69,0

49,7

40,8

28.5

82.2

57.6

76.4

41.8

40.0

55.4

139.6
10
12.2

83.4

295。 9

22.4

17.7

79,6

225。 1

16.5

11.8

71.8

241.5

13.2

16.3

80。 9

412.1

27.6

26.3

105.4

88,7

31.0

25.6

82.2

320.4

28,7

22.8

78.7

14.8

10.9

73.4

51,0

41.0

30.3

79.0

58.0

74.3

41.0

39.3

54.7
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下

顎

歯

時

代
資 料 計測項目 右

12345678
左

12345678

縄

文

若  海
MD
BL ①①

`‖

争:①⑪①社: 〇

'1争

|::争;①枠1樹:
南 1号

坪 2号

MD
BL 5,iOO①争:EE打 | ①∴鹿争:争:: :祐 ;
MD
BL 05イ 〇盈7① ①①O ①島〇ええ1「4√3争 :

三貫地

(松村 )

MD
BL
5,816.026.8 6,796.8311,6310.6810.19

6.116.217.5 7.888.3811.2110.4 9.78

里浜

MEOGUCHl)

MD
BL

-  5,4  6.3  6,4  7.0  11.7  11,1  10.6

5,9  6.2  7.2  7.7  8,1  10,9 10.1  9,7

現

代

日本人

(権田)

MD
BL

7.35 6.62 8.52 9.59 9,41 11,75 11,85 10,79

5.88 6.43 8.14 8,06 8.53 10.89 10.53 10,28

第 17表 若海貝塚出土人骨歯冠計測値と比較資料

(粋 羅

径

 辟 錦 姦犠 閉鎖  緻 解

短 歯槽開放

)

第 18表 若海貝塚人骨頭蓋小変異
若 海 貝 塚
右 中 左

前 頭 縫 合 残 存 ×

前頭縫合鼻上痕跡 ×

眼 簡 上 孔 × ×

眼 禽 上 神 経 孔 × ×

ラ ム ダ 骨 ○ ○

横 後 頭 縫 合 ×

ア ス テ リオ ン骨 × ×

顆 管 開 存 ○ ○

舌下神経管三分 × ×

類 骨 後 裂

外 耳 道 骨 腫 × ×

翼 棘 孔 × ×

顎骨神経溝骨橋 × ×

日 蓋 隆 起 × ×

下 顎 隆 起 × ×

第 3大 臼歯欠如 ×
？

・

左 横 洞 溝 優 位

イ ン カ 骨 ×
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図 2

1 0cm



図 3

- 103 -



図4
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図 5

若海貝塚出土頭骨

1.前 面観

5。 底面観

図 2 1.右 上腕骨

5.左
"F骨9.左 尺骨

図 3 1.右 大腿骨前面

4.左 大腿骨前面

7。 右睡骨前面

10。 左睡骨内側面

図 4 1～ 7.頸 椎

2.左 上腕骨

6。 右尺骨

10.左肩甲骨

図 1

2

6

側面観

下顎骨上面観

3

7

3.左 鎖骨

7.右 撓骨

11.右肩甲骨

後面観

下顎骨側面観

上面観

4.右 鎖骨

8.左 撓骨

12.右〃F骨

2.右 大腿骨後面

5。 右膝蓋骨

8.右 睡骨内側面

11.右睡骨・右距骨

8～ 19.胸椎

3.左 大腿骨後面

6.左 膝蓋骨

9.左 睡骨前面

12.左踵骨・左距骨

20′彰24. 腰椎

図 5  下顎歯穿孔状写真
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第 8節 Hロ

本遺跡を調査した結果を箇条書に述べ結びにかえたい。住居跡、土坑、貝塚の順に後述する。

住居跡は都合 4軒検出されたが、縄文時代のものは 5、 9、 10の 3軒で、いずれも調査区域
の関係で全掘できず全容を把握できなかった。又切 り合いが激しく検出された部分でも撹乱等が

存在、明確に捉えられた遺構は無い。いずれも縄文時代の遺構と推察されるが明確に断定出来る

遺構は 10号住居跡のみで他は時期が断定は出来ない。 10号住居跡もかなり土坑、ピント等に
掘込まれプランの把握は明確では無いが出土遺物から中期加曾利 E式期の遺構である事は断定さ
れる。 5、 9は遺物から同様の時期が推察されよう。プラン等は不明。 1号住居跡は北側に竃を
半円形に外側に掘り込み袖は見られず砂質粘土は皆無に近く竃中からの遺物は底部に糸切 り底を

持つ郭が見られ平安時代の国分期の遺構と推察される。本地区では住居跡は少なく地区により偏

在を示すと推察される。

土坑は、 100基 程検出されたが全掘出来た遺構は 8割 り前後で一部エリア外に伸び全容を把
握出来なかった。と同時に上部の大半は昭和 50年代に赤土採取の為撹乱され遺構上部は大半が
欠失していた。わずかに底部近くが遺存し遺構として捉えられたに過ぎないものも見られた。

土坑群は大きく北側、北側中央、南側中央、南側の 4ブ ロックに分割が可能である。これらは

遺構のプランにも差が見られた。北側では円形のプランが多くフラスコ状遺構は少ない。時期は

加曾利 EⅡ 式が主体で僅かに23号土坑に見られたが時期は加曾利EI式後半の大型の遺構が見
られた。

北側中央部では検出された土坑の半数はフラスコ状土坑で 10基程が円筒形状、フラスコ状、
袋状のプランで時期も加曾利EI式から晩期までかなりの幅もつ遺構が検出されている。特に晩
期の遺物、製塩土器が多量に出土している。本地区は (上部は赤土採取の為撹乱)が入り遺構検
出状態は悪い。

南側中央部も (上部は赤土採取の為撹乱)遺構の遺存状態は悪い。本地区も3号土坑を始め円
形状とフラスコ状遺構が相半ばする。 27は撹乱されていたが底部部分は残り加曾利EI式期の
遺構が遺存していた。又本地区は僅かに撹乱部から外れ 10m程 の幅で上部から遺存していた。
比較的撹乱、切 り合いの少ない地区であつた。遺物は少ない。時期は加曾利 E式前半である。本
地区北側は比較的遺構の遺存状態は良い。フラスコ状遺構のさも多いブロックである。大型のピ

ット群が検出されている地区でもあり堀立遺構も推察される。

南側では大半が上部は赤土採取の為撹乱され遺構の下部のみが遺存し遺構の数は把握出来たが

プランは不明。本地区でも人骨が出土している (2号人骨)そ の他多量のピット群が検出された。
出土遺物から縄文期の掘立遺構が推察出来る。少なくとも調査地区で櫓状の遺構、もしくは大型

の建物が推察されるピット群が検出されたが撹乱が入り明確には規模は把握出来なかつた。その

他張 り底の 89号土坑等が見られた。南側の道路寄りの斜面は遺構が検出されず平坦部のみが遺
構の構築の範囲である。

その他青白色の粘土張りの遺構が 4基検出されたが明確に性格を特定する資料は無い。内耳土

器が 30点程出上し本遺跡には近世の遺構も存在することが理解される。
貝塚は、北側の谷津の斜面部に位置し本調査でB地点とし調査を進めた。その結果 8層に分類
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され土嚢 1, 150袋分の貝類が出上した。グラフに示すとうり出現率はハマグジが随―であり
小型であった。そのほかのアサリ、オキシジミ、シオフキ等はやや小型である。これらから遺跡

周辺の環境は梶無川は当時は海で谷津部分が潮の干満で海か干潟になり前述の貝類採集に適した

自然乗境にあったと推察される。カキ、アカニシの成長は悪くヤマトシジミ、アサリの成長は良

い。その他ヒメギセルガイ等の微小貝類は出現率は低い。

魚骨は相対的には少なくタイ、クロダイ属、コチ、エイロ、フグ、サメ、ウナギ、サヨリ属、

マイユワシ等が検出され当時の食生活の一端をかいま見る。

哺乳類は少なくイノシシ、シカが大部分でタヌキ、ウサギ,テン、ネズミ等が見られた。鳥類
は、ガンカモ類の出現率が主体で他は極小量である。

各層からの上器の出土は少なく断面図を図示し図版に遺物の写真を掲載した。これ等から本貝塚

の時期は縄文時代中期阿玉台式期に始まり後期安行期に終息していると理解される。

その他第 3層から人骨がほぼ完全に近い状態で検出され貴重な資料を提供する事となった。分

析を国立科学博物館の馬場氏にお願いし、結果を掲載したので参考にされる事をお願いしたい。

ほぼ調査時点の観察結果と同一であつた事を述べておきたい。また、3月 13日 、町中央公民館
において、『若海縄文人は何処へ』と題してご講演をいただいた。

最後に本貝塚は1952年 慶応義塾高等学校考古学会によつて調査がなされている。
本調査にあたり若海地区区長、地主各位、関係各位の暖かいご協力に紙上をかりて感謝の意を

表し結び背にかえたい。
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PL- 1 調査前 (上)、 調査風景 (中 )、 終了全景
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(中下)、 1号住 (下右)、 完3Bと 土坑



SK-3

SK-8
PL- 2

SK-11

SK-19,19′

S K-20
11と 19、 19と とげ、20号完掘、遺物出土状態
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SK-5
SK-11, 19

SK-9

SK-3、 5、 9、 8、 11、



韓

”

一等

Ｆ
雛
発

S K-22

SK-23 SK-29(人 骨 )

S K-30
S K-23

S K―-24

PL―
SK-31

30、 31号完掘、遺物出土状態24、  27、  29、

- 111 -

3  SK-22、 23、



S K-33 S K-39

SK-42

S K―-36 SK-53

S K-37

PL- 4 SK-33、 36、 37、 39、 42、
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SK-56
53、 56号完掘、遺物出土状態



S K‐-56
SK-66

SK-57
S K―-68

S K―-58
S K69, 70

SK-56、  57、  58、  61と 62、  66、  68、
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SK-71

69と 70、 71号完掘、遺物出土状態



P-16SK-77

P-17
SK-101

P-20

SK-101

P-12 P-22
101、  P-12、  16、
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P-20ハΨ22
17、  20、  20-22張チデと謝岡PL- 6 SK-77、



P-25

出土土器スナップ

爛Ｐ・２６
密
雫

B地点貝塚

同率田部

PL―
遺物出土状態

P-25、 26、 39、 40号出土土器スナップ、B地点貝塚、

同細部 (下部)、 同貝層、出土遺物状態
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SK-23、 9、

- 116

27、 36号出土遺物



S K-36

S K―-33

K-36、 33、 42、 48号出土遺物

- 117 -

S K-48

PL- 9 S



出土土器スナップ

SK土錘

SK出土の上器片錘、 SD-1、
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PL- 10 P-3、 8、 42号出土遺物



PL- 11 3層 出土土器
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冒

“



3層、 4層出土土器
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PL- 12



13 4層出土土器
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PL―



14 5層出上土器
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PL―



15 5層 出土土器
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PL- 16 5層 出土土器
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6層

5層、 6層出土土器
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PL- 17



18 6層 出土土器
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PL―



PL- 19 6層 出土土器
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PL- 20 7層 出土土器

- 128 -



21 8層 出土土器
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PL―



7.サ ルボウ
8.カ  キ
9.ヤ マ トシジミ

1.アカニシ
2.ハマグリ
3.オ キシジミ
4. ヒメミラトリガイ
5。 アサリ

6.シオフキ

1.アカニシの貝輪未製品
2.ウ グィスガイロ
3。 マガキ

1.カ ノコガイ
2.カ ノコガイ属
3.カ ワアイガイ
4.ウ ミニナカ
5.ム シロガイ
6.ヤカ ドツノガイ
7.

8.ヒ メギセルガイ
9.ホ ソオカチョウジガイ
10.マ テガイ

PL- 22 貝
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驚傘撃韓輯静髯毬i意 |― ||な || ,.1意 
―

1.イ ノシシ顎骨
2.肩 甲骨
3.シカ距骨
4.犬 歯
5。 人間の歯

6。 ウサギ ?

絆群
'I―

奮璃盤→rキず|ぽプ撃ゴ∵ぎ響螺彎!:

～
―

k・

1■■|

韻Ⅷ
粋鰹 智騨ギで 1暫1整1菅囀1強ili五i証捜事

―
1遠
■―がま

顧縄

7。 中手骨又は

中足骨

8.環  椎

PL- 23 イノシシ、
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シカ、アシカ類

,|''



．一
け

・・・

・・・

　

４

悦悦〆
―‐・■|■

'Wi■
■||

1.大顎骨
2. 歯
3。 人間の歯

4.イ ノシシ歯

1.ガン,カ モ科
2.ガ ン,カ モ尺骨
3.ガ ン,カ モ科
4.ク ロダイ上顎骨
5.ク ロダイ属左関節骨
6.ク ロダイ上顎骨

PL- 24 哺乳類、鳥類、魚類
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∞¶

・
麟

一一・・一・・一・撥

Ｆ

1. ヘ  ビ
2.ウ ナギ椎骨
3.サ メ類椎骨
4.エ イロ尾棘
5。 フグ歯骨

飲

・・・一・・一
一

綽

Ⅷ

――――拌要種轟麟麟壽

1.ハマグリ貝刃
2. ツメタガイ
3.イ ボニシ
4。 カワニナ

1.各種骨製品

PL- 25 魚類、貝類、各種骨製品
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月却     吉Б

PL- 26 人骨出土状態
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